
 

 

 

 



【MY BCL LIFE～はじめに】 
 
 私は子供の頃から、どういう訳かラジオ

とか無線とか電子工作とかそういった類の

ものが好きであった。古くは小学校 2 年生

位のときであったろうか、トランシーバー

に死ぬほど憧れて、親に頼んで買ってもら

ったのが原点であったように思う（これは

5 石だったか 6 石だったか、全くのオモチ

ャ）。その後数年経って日本に BCL ブーム

が巻き起こり、私もふとしたきっかけでそ

の世界に入り込み、小学校高学年～中学時

代の約 5 年間を夢中になって過ごした。そ

して高校進学と共に時間がとりにくくなり、

またブームも去りこの趣味から離れてしま

ったが、今から思えば痛恨の極みである。 
 その後 BCL は私の脳裏からすっかり消

えてしまっていた。30 歳近くなってアクシ

ョンバンドという世界があるのを初めて知

り、少し電波を追った時期もあったが、一

通りの種類の電波を聞いてしまうと飽きて

しまった。また丁度このとき仲間内でレジ

ャー用にアマチュア無線が流行ったので、

遅まきながら免許を取り電波なども出して

みた（アクションバンドはこのとき購入し

たハンディ機を受信改造して聞いたのであ

る）。しかし不特定多数の人と交わしている

会話が自分にはどうにも楽しいものとは思

えず、電波を出すことは殆どなかった。 
 そうして 36 歳になって、全くふとしたき

っかけでまた BCL に戻ることになった。実

に 20 年ぶりのことであった。以来 3 年･･･ 

正直ここまでのめりこんで打ち込むとは思

わなかった。少年時代に比べて金銭的に自

由になり、また語学や技術に対しても多少

は分かるようになり、自動車などの飛び道

具が使えるようになり、そして極めつけは

インターネットという素晴らしいコミュニ

ケーションメディアが出現したお陰で、時

間はないもののその密度の濃さは大きく昔

を上回った。やはり BCL はもちろん少年で

も楽しいが、本来的には大人の趣味だった

のである。 
 ということで大いに楽しんだ日々であり、

その楽しみを多くの人に伝えたく「MY 
BCL LIFE」というサイトを立ち上げてい

ろいろ自由に書いてきたが、HP だけでは

飽きたらず今回「バーチャル書籍」として

まとめてみることにした。これは私の書籍

に対する憧れを、自分自身で実現しようと

いうものである。ブーム当時あれほどあっ

た書籍や雑誌は、今は国内にはない。この

状況が寂しくて仕方がないのだが、ならば

自分で書いて寂しさを埋めてしまえばいい

ではないかという発想である。幸い現代は

ワープロソフトもあればデジカメもあり、

自分で原稿は作れる。そして書店に置いて

もらわなくても、自分の Web ページにアッ

プしておけば多くの方に見て頂ける。 
 多くはサイトにアップしたコンテンツの

再編集であり、ブックマーク頂いていたと

したら既に聞いた話もあるかも知れないが、

今回はなるべく写真を多く入れたり、後か

ら思い出したことなどを追加したりした。 
 別に読む方に何かノウハウをご提供しよ

うとかそんな大それた気持ちでやっている

のではなく、あくまで自己満足の書であり、

趣味を同じくする方が暇つぶしに読んで楽

しんで頂ければくらいの気持ちで書いてい

る。ご覧頂いて、ご感想などお聞かせ頂け

れば幸いである。 
2003 年 12 月 著者 
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少年時代編 
 
【BCL との出会いと最初の苦労】 

BCL との出会いは小学校 5年生の頃であ

った。一番最初に目に触れたのは学校の図

書室で「子供の科学」を読んでいたときで

あった。記事の中で「ラジオを聞いてカー

ド を も ら お う 」 と い う の が あ

 
子供の科学 1974 年 9 月号に掲載された記事 

り、私の目を引いた。私は元来文系の人間

だと思っているが、どういう訳かこのラジ

オとか無線とか電子工作といったものが好

きである。この日子供の科学を読んでいた

のも、特別なことではなかった。その記事

の内容の詳細までは覚えていないが、どう

やら海外の放送が日本でも聞こえるらしい

こと、日本向けに日本語による放送が行わ

れていること、受信レポートを送るとベリ

カードというものがもらえるらしいことが

分かった。これは私の興味を大いに引いた。

是非とも聞いてみたいし、カードももらっ

てみたい･･･ そこで記事に書かれていた

放送局の放送時間と周波数を見るが、周波

数は「11810」とか「9725」とかやたらデ

カい数字が並んでいる。私はまだその頃は

短波というものの存在を知らず、私にとっ

てラジオとは「1240 ニッポン放送」といっ

た中波を意味していた。そもそも我が家に

はまだ短波ラジオというものがなかった。

丁度この頃父親が買ったラジカセNational 
RQ-448 に、運良く短波がついていたので

ある。しかしそこに目盛られている「3」と

National RQ-448 ラジカセ 

（写真提供：いた氏） 

「SW」の目盛が MHz を表すことにやっと気づいた 

か「12」とかの数字が実は｢3000｣「12000」
を意味するのだということは知らなかった。

だから例の記事を見てもすぐにこのラジオ

で受信できるという発想に至らず、最初は

買って間もないラジカセをとにかくいじる

というところから始まったように覚えてい

る。そうして初めて「FM」というものの存

在を知り、「SW」が短波であることに気づ

いていったようである。しかも SW からは
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訳のわからない外国語の放送が聞こえてく

るのである（今から思えば間違いなく北朝

鮮）。「ひょっとしてこれか？」という疑念

が確信に変わったのは 75 年の 12 月。夜に

日本語の電波を捉えたが、内容は全て中国

に関するものであり、NSB とは考えられな

かった。そして待ち構えていて「こちらは

北京放送局です」という ID が出たときには、

驚くやら嬉しいやらであった。ついにあの

記事にあった放送を受信したのだから－ 
 そして北京放送や NSB を聞いていく中

で、やっと 1000KHz＝1MHz であること、

今自分が聞いている放送のジャンルが「短

波放送」であることを理解した。ここまで

気が付くのに、随分時間がかかった。しか

しそれに気がつけばあとは楽だ。今一度件

の記事を読み返し、書かれていた周波数を

一つ一つあたり大半を受信することができ

た。 
 さてそんなある日の夕方、6055 の NSB
から少し下の方にダイヤルをずらしたとき

に、やはり日本語の放送が聞こえるのに気

付いた。これも NSB っぽくないような気が

する。「ハテ、これは何だ？」と耳を澄まし

て聞いていると、「ボイスオブフレンドシッ

プ。こちらはサンフランシスコの KGEI で
す。」というアナウンスがでてまたまた驚い

た。こんな局があったのか！あのリストに

はなかったぞ。一体世の中に日本語放送を

やっている局は何局あるのだろう？新たな

疑問が湧いてきた。そう、自分が今まさに

始めた趣味の全体像を知りたくなったので

ある。その問いに答えてくれる手引書はな

いものだろうか？苦労して探すまでもなく、

それは書店でいとも簡単に見つかった。誠

文堂新光社刊、板橋聰光氏著「最新 世界

の放送局ガイド」であった。こうした書籍

が容易に発見できるとは、いかに BCL がブ

ームであったかを物語っているように思う。

バイブルとなった最新世界の放送局ガイド 

そしてこれを読んでやっと大まかな規模感

が掴めた。日本語放送をやっている局も 17
局であることが判明した。 
 さて片やリグについてであるがしばらく

は RQ-448 をそのまま使い続けていたが、

短波帯は所詮はラジカセのおまけでしかな

い。したがって①周波数直読もできなけれ

ば、②3.9～12MHz しか受信できなかった。

世界の放送局ガイドでは放送局の紹介だけ

でなく、沢山の BCL ラジオ・受信機やアン

テナ、周辺機器が紹介されており、非常に

優れた性能を持つポータブル機も世に出始

めていた。同書を読みながら各機種を比較

検討して夢を描き始めていたが、小学 6 年

生のある日に自宅が集中豪雨で床上浸水の

憂き目遭い、１F にあった RQ-448 は壊れ
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てしまったのだ。そこで年末に両親に頼ん

で、新しいラジオを買ってもらうことにな

った。私が選んだ 1 台は、クーガー2200 と

人気を二分したスカイセンサー5900 であ

る。ここに「優れた手引書と高性能のリグ」

の両方が揃い、いよいよ BCL に熱中してい

くのである。 
 
【語学の壁と「短波」誌、NSB の BCL 番

組、日本 BCL 連盟】 
 こうして BCL 全開の態勢は整ったのだ

が、困った問題は先も述べたように日本語

放送局がたった 17 局しかないことであっ

た。そのときはまだ中学入学前で英語も理

解できなかったし、今後何を聞けばいいの

か、特にどうやって日本語以外の放送の ID
を確認し、番組内容を理解すればいいのか

途方に暮れてしまったのである。しかしこ

の悩みも間もなく氷解してしまった。ID に

は決まりきったパターンがあり、それさえ

覚えてしまえばとりあえず確認はできるこ

と、そして番組内容まで理解している BCL
は殆どいないことに気付いたからであった。 
 こうしたことに気付くのに役に立ったの

は雑誌では「短波」と日本 BCL 連盟の会報

「Hz」であり、放送では NSB の「ハロー

ジーガム」「BCL スクランブル」「BCL ワー

ルドタムタム」であった（「BCL 教室」は

殆ど聞かなかった）。「短波」はリアルタイ

ム性には欠けるが、幅広く奥深い BCL/DX
の世界を高いレベルで教えてくれた､最高

のバイブルであった。毎月 8 日の発売日が

楽しみで仕方なかった。また NSB の BCL
番組はリアルタイム性が高く、また「音声」

で情報を入手できるのでこちらも重宝した。

例えば ID の発音など、文字で見ている限り

は（ふりがなでもふっていなければ）読め

なかったので大変助かった（SINPO も「シ

ンポ」と読むとは知らなかった）。「ハロー

ジーガム」が BCL 番組であるのを何故知っ

たのか覚えていないが、とにかくほぼ毎回

といっていいほど熱心に聞いていた。 
 このように一人ではいろいろ悩むことが

多いが、先輩や仲間がいればその疑問が一

瞬にして解決してしまう可能性もある。何

より趣味を同じくする仲間と趣味の話をし

てみたい･･･ そんな気持ちから日本 BCL
連盟に入会することになった。前述の｢Hz｣
誌ももちろん良かったが、やはり仲間を得

るためのミーティングに参加できるのが一

番の魅力であった。自分の周囲には自分と

同じくらい BCL に熱中している友人がい

なかったからである。最寄で横浜ミーティ

ングがあったがちょっと遠いなと思ってい

ると、間もなく町田にミーティングができ

たので、そちらに参加することにした。ち

なみに初代チーフとして名乗りをあげたの

は、現在の B 連の MY WAVE 誌編集長の K
氏である。 
 町田ミーティングには数回参加した。確

かにここには BCL が本当に好きなメンバ

ーが集まっていたように思う。しかし残念

なことに、ここでも本当に趣味の合う仲間

は作ることができなかった。中２～3 にか

けては私自身の志向が DX に向かいつつあ

ったが、同ミーティングでは同じ志向の人

が殆どいなかったからである。そこで当時

東日本では DX 色が非常に強かった西東京

ミーティングに参加することにした。さす

がにこちらは DX バリバリといった感じで

レベルも高く、むしろ圧倒されるくらいで

あった。ここなら仲間もできそうに思えた
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が、いかんせん遠すぎで、続けて通うこと

ができなかった。このようにミーティング

で気の合う仲間ができていたら、その後の

BCLライフは違ったものになっていたかも

しれない。 
 
【2 台のリグ】 
 初代リグは一応 RQ-448 であるが、これ

は自分で選んだわけでもないので実質的な

BCL 用リグとなると、スカイセンサー5900
ということになる。ここでは少年時代に使

用した 2 台－5900 と FRG-7－について感

想を述べてみたい。 
■スカイセンサー5900 

 
スカイセンサー5900 

多くの方が仰るように、BCL 史に残る名

機であると私も思っている。とにかく周波

数が直読できるというのは、革命的な進歩

であった。今から思えばクリスタルマーカ

ーでゼロビートを取って 250kHz 毎にメイ

ンダイヤルを合わせ、その後スプレッドダ

イヤルで±130kHz を調整するなどという

ことは面倒なことこの上ない。特にいろい

ろな波をワッチするときなど、あまりにも

煩わしい操作である。しかし当時の私はそ

んな操作さえ厭わないほど、周波数が直読

できることに感動していた。正直感度とか

選択度とかその他の基本機能が RQ-448 に

比べてどのくらい優れていたのかは良く分

からない。私自身としては周波数直読がで

きるようになったことと、19mb 以上が受

信できるようになったことだけで十分満足

してしまったのだ。5900 の名誉のために付

け加えておくが、その他の基本機能ももち

ろん高かったに違いない。実際に国際放送

の大半はこれで聞いたし、アフリカ/南米の

DX の入門局も受信できた。しかし自分のス

タイルとしてDX志向が強まっていく中で、

もっといいリグでもっと難しい局を聞きた

くなっていき、DXer が使用している通信型

受信機がどうしても欲しくなっていったの

である。そこで熟慮の末次のステップとし

て選んだのは、YAESU FRG-7 であった。 

シャック関連で唯一残っている 79 年夏頃の写真 

■FRG-7 

YAESU FRG-7 
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FRG-7は世界的なベストセラー機である

が、私もこのリグを買って良かったと思っ

ている。実際には中学生に買える通信型受

信機の選択肢は多くなく、FRG-7 にせざる

を得ないという事情もある。しかし買った

はいいものの正直 FRG-7 と 5900 でどこが

違うのかは良く分からなかった。最初はそ

の通信機ならではの重厚感・安定感に感激

した。もちろん 5900 では受信できなかった

90mb以下が受信できるようになったのは、

最高に嬉しいことであった。私のメインエ

リアはインドネシアであり、90mb が聞け

ないというのは楽しみの半分をもぎ取られ

ているようなものであったから。 

■FRG-7 を Narrow 化する 
 以前よりFRG-7をNarrow化することに

より、DX ではかなり使えるようになるとの

話は聞いており、そのチャンスを待ってい

たのだった。そしてたまたま出席した西東

京ミーティングに、この記事に関してアド

バイスなさったという OM さんが出席して

おられたので、この機会を逃すまいと教え

を乞いに進み出たのであった。氏は当時中

学生の私に図を描いて丁寧に教えて下さっ

た。それを聞いてこれなら何とかできそう

だと確信し、遂に FRG-7 のキャビネットを

開けることになったのである。 

Hz 誌に掲載された FRG-7 改造の記事 

しかし通信型と言いながら欠点も多い。

多くのユーザーに共通して指摘されるのは、

選択度と多信号特性の悪さである。特に選

択度の甘さにより、思ったほど DX 局が聞

こえなかった。これに関しては Hz 誌に改

造記事が載り安価で改造できることが分か

ったので、早速実行に移した（後述）。 
操作方法は今思うとこれまた極めて煩雑

であり、一旦 MHz の単位で周波数を合わ

せ、そのあとメインダイヤルで 1000kHz
未満をあわせるという方法を取る。しかも

プリセレクタを最高感度のポジションに合

わせなければならず、一局聞くのが大変だ

った。でもやはりその当時はそんなものだ

と思って、さほど文句も言わずに使ってい

た。 

 作業は今から思えば大して難しいもので

はなかったが、既存のフィルタは活かしつ

つ、ライトのスイッチを流用して増設した

フィルタとともに Narrow-Wide の切替が

できるようにするというもの。作業そのも

のはさして難しくないのだが、家には 80W
くらいの太い半田ごてしかなく、随分危な

っかしく作業したように記憶している。 
 そして一応できたように思われたので、

お礼を兼ねて氏に電話を入れた。すると氏

は 簡 単 な チ ェ ッ ク と し て 「 5005 の

R.Malaysia-Sibu を受信しごらん。」とアド

バイスしてくれた。ノーマルのままだと同

局は5MHzのJJYの影響でやや聞きづらい。

いろいろネガティブなことも書いてしま

ったが、5900 も FRG-7 も両方大好きであ

る。自分の青春時代に付き合ってくれた友

達であるし、電波の夢の世界を教えてくれ

た素晴らしいおもちゃであった。とても感

謝している。 
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【アンテナの想い出】 そこで追加したフィルタに切り替えると、

成功したかどうかが一発で分かるのであっ

た。電話口で待っていてくださったので、

急いで FRG-7 の電源を入れ、5005 に合わ

せる。そして Narrow に切り替えると･･･

これは衝撃的であった。音がこもると同時

に、混信がまさに「スパッ」と切れたので

ある。これが Narrow Filter か！」ノーマ

ルとは全然違う。これなら俺にも珍局が受

信できるぞ！そんな思いが渦巻く中電話に

戻り、成功したことを告げお礼を言って電

話を切った。 

 アンテナに関してもいろいろな思い出が

ある。最初はロッドアンテナから始めたの

だが、もっと良い状態で受信したく間もな

く外部アンテナを検討することになった。 
 たまたま隣家のおじさんは電気系の学校

を出て電気工事を自営でやっている方だっ

たので質問しに行ったところ、いろいろと

親切に講釈してくれた。そして「これを使

ってごらん」と、商売ものの余った電材を

くれた。それをリグにつないだだけでも、

かなりの感度アップが見られた。ロッドア

ンテナとは大違いである。そこでそれをベ

ランダを使って 10m ほどの長さに張り、し

ばらくはそれを使って楽しんでいた。 

 その後は自分の期待通りで、80 年に BCL
活動を中止するまで、DX で大いに活躍して

くれた。改造という行為には賛否両論ある

ようだが、自分としてはわずかな金額でこ

こまで性能が上がったこと、何よりも自分

の手で改造を実施して成功したことに大満

足であった。 

 その後一時期使用したのは、RAK のリス

ナー1 というアンテナだった。これは全長

は 17m だが、折り返して V 字型になってお

り所要スペースは 5m で良い。市販品なの

で期待したが、前述の 10ｍアンテナとパフ

ォーマンスに大差はなく、ほとんど活用し

た記憶がない。（このリスナー1 については

購入した記憶がなく、或いは5900かFRG-7
のオマケにでも付いてきたのだろうか？） 

■多信号特性の弱点 
しかしもう一つの問題である多信号特性

の悪さは、そんなにことは単純には行かな

い。特に 49mb ではあちこちでラジオたん

ぱが聞こえてしまい、肝心の LA 局が聞こ

えないという現象が起こっていた。カップ

ラーもどきを作ったりして入力段で不要信

号をカットしようとしたが、今ひとつ効果

は現れなかった。このことにすっかり嫌気

が差してしまい、49mbDX はしなくなって

しまい、新しいリグを買うしかないと思う

ようになった。しかし高校生になったばか

りでアルバイトもできず軍資金は調達でき

そうになかった。このことが私を BCL から

引き離してしまった一因でもあり、大変残

念なことであった。 

 その後短波誌を愛読していると、「我が家

のアンテナ」コーナーに強者が次々と現れ

るのを見た。自宅に何本もの長いアンテナ

を張っている BCL もいた。それらに刺激を

受け、自分ももう少し良いアンテナを使え

ばもっと難しい局が聞こえるかもしれな

い･･･そう思ってアンテナを自作すること

にした。そこで趣味と実益を兼ねて、中 1
の夏休みの工作の宿題として、ダブルダブ

レットアンテナを出品した。 
 詳細は忘れてしまったが、300Ωのりボン

フィーダーや碍子を買ってきて、雑誌を参 
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考にしながら作った。しかしそのアンテナ

は、実際にそのままでは使われることはな

かった。我が家に設置するには少々長かっ

たのと、何よりマストを立てる材料が思い

浮かばなかったからである。そこでしばら

く放置されていたのだが、ある日突然陽の

目を見ることになった。父親が竹をマスト

にすることを提案してくれて、実際にどの

ように立てればいいかを教えてくれたから

である。そこでダブレットアンテナは一旦

解体し、単なるロングワイヤーとして使用

することになった。 
 長さはベランダアンテナに比べてかなり

長く、エレメントも例の電材の余りよりは

良いものだったので、感度もかなり上昇し

て、それ以降中断するまでのメインアンテ

ナとなっていったのである。 
 
P.S.：アンテナの想い出を辿っていたら、ル

ープアンテナを作ったことを思い出した。

当時流行っていた 1m×1m×6 回巻のもの

である。しかしバリコンを使った記憶がな

いので、そもそも中波帯に同調していたの

かどうか疑わしい。当然パフォーマンスが

高い訳がなく、中波 DX もどきもやってみ

たが、何の成果も上げることができなかっ

た。アンテナに関して今一点覚えているの

が、自宅に 100ｍクラスのロングワイヤー

を張ろうとしたこと。勿論自宅の敷地では

ない。今も同じ所に住んでいるのだが、自

宅と川を挟んだ向かい側は当時は山林だっ

た。ここを使えばそれも夢ではなかった訳

である。実際張らせてもらえないかと地主

にお願いに行ったが、迂遠な言い回しで断

られてしまった。あれが実現していたら大

変なことになっていただろうと思うと、大

変残念である。今や同じ地には 11 階建ての

マンションが建っており、受信環境は確実

に悪化してしまった。 
 
【アンテナカップラーの想い出】 
 いかにして DX の成果を上げるか？ひた

すらそのことに執念を燃やしていた自分は、

アンテナカプラーに目をつけた。そして技

術力もないくせに、それを買うのではなく

自作することにした。これはお金がなかっ

たせいもあるだろうが。そこでまず B 連の

コピーサービスをお願いしてアンテナカッ

プラーの作り方の記事を送ってもらい、そ

れを見ながら部品を買いに行った。 

短波誌に掲載されたアンテナカップラーの製作記事 

 今でこそ部品も自分で買えるようになっ

たが、当時は全くのチンプンカンプンであ

る。とにかく記事を頼りに秋葉原に行き、

店のおじさんに聞きながら買い揃えた。今

思い出すとラジオデパートで不安気な顔を

してお店を回っていた自分が懐かしい。 
 しかし部品を揃えたもののとても自分で

作ろうという気にはならなかった。やはり
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自分には無理だと思ったのだった。そこで

そちら方面を得意としているクラスメート

の S 君に頼んで、部品を預けて作ってもら

うことにした。果たしてそれはできがって

自分のところに戻ってきた。ただケースは

買っていなかったので、むき出してはあっ

たが。まあとりあえず使えればいいかーそ

う考えてそのままで使うことにした。しか

しー残念だったのはカプラーの威力という

ものをほとんど感じなかったことであった。

もっと劇的な効果が見られることを期待し

ていたのだったが、S メーターがわずかに

大きく振れるようになったと感じただけで、

凄さを実感することができなかったのであ

る。もっともカップラーの利点はゲインア

ップだけではなく混変調対策とかそういう

観点でも見なければいけなかったのだろう

が、全然そういう点を気にとめていなかっ

たのでがっかりするだけだった。いずれに

してもカップラーには幻滅してしまい、そ

れ以降使われることはなく知人にあげてし

まうことになった。 
P.S:カップラーには失望したはずだったの

に、懲りずに BCL 復活後に既製品を購入し

た。しかしながら復活後も効果を実感する

に至らず、カップラーは売られていってし

まった。カップラーに縁がないのか、そも

そもカップラーに過大な期待をした自分が

悪かったのかも知れないが･･･ 
 
【インドネシア DX にはまる】 
 主だった国際局を概ね聞き終えると、次

の段階として DX の領域に入って行った。

DX の分野にもいろいろあるが、その中で自

分はインドネシアをメインターゲットにし

た。これにはいろいろな理由がある。まず

第 1 に「適度に」難しいこと。DX は難し

いからこそ面白いのだが、さりとて難し過

ぎると諦めが先に立ち興味を失う。LADX
は自分にとっては少々難しく、従ってイン

ドネシアは難易度が丁度良かった訳である。

第 2 に放送している局数が多かったこと。

今はすっかり衰退してしまったが、当時は

RRI だけで 30 局以上あったのではないだ

ろうか。そして 3 つ目は、時間帯の良さで

ある。中学生だったので極端な早起き、夜

更かしはできず、部活動を終えて帰宅して

夕食を食べた後からさてとと始められるイ

ンドネシア DX は中学生にとってとても都

合が良かった訳である。その結果 BCL 中断

までに 35 局の RRI、1 局の Non-RRI を受

信することができて、いっぱしのインドネ

シア DXer 気取りであった。そして次の段

階としては、より難易度の高い Non-RRI
にのめりこんでいく筈だったのたが･･･ 
 
【9R59D に憧れて(前編)】 
 中学時代 ICF-5900→FRG-7 と乗り換え

て DX へ傾倒して行ったが、FRG-7 は通信

型受信機としてはエントリーマシンであり、

前述の通り選択度、多信号特性といった基

本的な性能が満足のいくものではなかった。

そこで先の Narrow 化を実施して選択度に

関しては劇的な改善を見たのであったが、

もうひとつの課題である多信号特性の悪さ

に関してはいかんともし難かった。特に

49mb における状況は悲惨の一語に尽き、

6MHz 付近はラジオたんぱだらけで DX ど

ころではなかった。 
 状況を打開するためにいろいろやったが

あまり効果はなく、もはやリグを変えるし

かないという結論に至った。そこでマシン
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の選定に入る訳だが、ちょうど自分がそん

な悩みを持ち始めたころに、10 万円前後で

買えるダイナミックレンジの広いマシンが

出現していた。TRIO の R-1000 と YAESU
の FRG-7700 である。どちらも魅力があっ

たが、それ以上に興味をそそられたのが、

往年の名機と言われたTRIOの9R59Dであ

った。当時のトップ DXer の多くが愛用し

ており、また中古でしか購入できないがそ

の代わり 2 万円前後で入手できそうだった

ので、これなら買えると踏んだわけである。

周波数読み取りや選択度の点でもノーマル

では使いにくく、安定度も良くないとあっ

て多分にマニアックなマシンであろうとは

思ったが、それでもこの「幻の名機」を自

分の物として使ってみたかった。何かとん

でもない飛躍をもたらしてくれそうな気が

したのである。 
 実はこの 9R59D、この頃個人売買で購入

直前まで行ったのである。ミーティングで

知り合った方から適価で譲ってもらうとい

う話になったのだが、直前に母親に相談し

たところ「壊れたときどうするの？保証を

してもらいなさい。」と言われて、売主もそ

れは出来ないとなって話は流れてしまった

のであった。もしあの時 9R59D を入手して

いたら、或いは BCL を続けていたかも知れ

ないと思うと残念でならない。実際には

R-1000 も FRG-7700 も何も買わず、BCL
自体もそのままフェードアウトしてしまっ

たので。 
 
【短波への投稿】 
 前にも触れたが、BCL 情報誌月刊「短波」

は私が最も好きだった雑誌である。とにか

くこれが発売される毎月 8 日が来るのが待

ち遠しく、8 日になると必ず本屋に向かっ

たものである。自分にとっての最大の情報

源であり、教科書でもあった。 
最初は読む方専門だったのだが、何とか

自分も投稿して雑誌に載ってみたいものだ

と思うようになった。そこで時々DX レポー

ト欄に投稿するようになった。しかし当時

としては最高レベルの BCL 雑誌である。投

稿者も多かったろうし、レベルもそこそこ

高かったのだろう。数回投稿したがなかな

か掲載してもらえず、そんな簡単に掲載し

てもらえるものではないのだと思うように

なった。まあ確かに何のニュース性もない

受信をレポートしていたのだから、それも

当然なのだろう。 
そこでもう少し特色のあるレポートを送

ろうと、以降は自分の得意分野であるイン

ドネシアに絞り、受信難易度の多少高い局

をレポートした。そうしてやっと 79 年 8
月号を皮切りに、以降 79 年 11 月、80 年 1
月の合計 3 回掲載してもらった。当時は投

稿が採用されると掲載誌を送ってもらえる

ことになっており、我が家にも掲載号が届

いた。自分で買ったのとブッキングしてし

まい、慌てて返品しに行ったこともあった。 
80 年 1 月が最後になっているのは、これ

以降丁度高校受験の時期に入ってしまい

（大して勉強もしなかったのだが）、受信活

動を自粛したためである。しかしその後高

校に入学してラジオを聞く余裕がなくなり

辞めてしまうとは・・・誠に残念であった。 
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自分の投稿が初めて掲載された短波誌 

 
【BCL からのリタイア】 
このように約 5 年間夢中になって楽しん

できた趣味ではあったが、遂にそれをやめ

るときが来た。そんな日が来るとは思わな

かったし、「えーい、やめた！」と宣言して

やめた訳でもない。いわゆる自然消滅であ

った。 
やめてしまった理由はいくつかある。ひ

とつはリグの限界。FRG-7 で 49mb で DX

をやるのは無理である。さりとてワンラン

ク上のマシンを買うことは、高校に入学し

たばかりの自分には無理であった。それか

ら時間的な制約。高校は通学に 1 時間以上

かかり、勉強もスポーツも結構ハードな学

校であったので、ラジオを聞いて遊んでい

る場合ではないと思ったのである（実際に

はラジオを聞かずとも、勉強などしなかっ

たのだが）。最後に BCL ブームの衰退であ

る。1980 年代に入って BCL という趣味が

勢いを失っていたことを、自分なりに感じ

たようである。もはや BCL なんてダサイと

思ったのも一因であった。 
そんな訳でなんとなくリグに電源を入れ

ない日が増えて、いつしか全く聞かなくな

り（ログを見ると思い出したように聞いて

いたようだが）、しばらく飛んで 83 年の

KYOIの受信を最後に完全にBCLの世界か

ら離れてしまったのであった。
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復活後編 
 
【復活】 
 まさか自分が BCL を復活するとは思っ

ていなかった。そんな兆候もなかったし、

周囲にも BCL は一人もいなかった。きっか

けは Yahoo オークションであった。ネット

オークションというものの存在を知り、試

しに自分が売るものとしたら･･･という視

点で FRG-7 や 5900 を検索したことに始ま

る。そのときに BCL をキーワードにサーチ

エンジンを検索し、BCL/DX 関係のサイト

が結構あることを知り、非常な懐かしさを

覚えた。そして興味半分でそれらのサイト

を眺めているうちに、聞きたい欲望が蘇っ

てきたのである。 
 結局 FRG-7 も 5900 も使い物にならず、

中古の NRD-535 を買って再開することに

なったのである。 
 
【2 台のリグ】 
 ここで復活後にメインで使用してきた 2
台のリグについて、その使用感を述べてみ

たい。私がもっと沢山のリグの使用経験が

あればシビアな感想も出るかもしれないが、

私の感想は極めて素人チックである。その

分率直ではあるが。 
 
■NRD-535 
最近の人気リグは何？と調べたところ、

どうやら AOR の AR-7030 らしいというこ

とが分かり一度実物を見たいと思って、近

所のハムショップを訪問した。そこで店主

に受信機を見に来たことを告げると、出物

があると言われて見せられたのが同店で委

託販売されていた NRD-535 であった。JRC

の NRD というだけで、昔これらのシリー

ズに憧れた自分としてはすっかり舞い上が

ってしまった。505、515 の後継なんだから

当然それ以上のものに違いない。そしてス

ペックも何も見ずに、ただアンテナにつな

いでもらって JJY がクリアに聞こえるのを

確認しただけで即買ってしまった。7030 の

新品の半額（50,000 円）で買えてしまうの

も魅力だった（結局後に 7030 も買ってしま

ったのであるが･･･）。 

NRD-535 
さてその使用感だが、少年時代の 2 台か

ら余りにも進化しており、格段の違いを感

じた。まずは 0.01KHz まで読み取れるデジ

タルカウンタに感激した。凄い！素晴らし

いと思った。それから選択度は同様に素晴

らしい。隣接周波数の混信はかなり切れる。

但し音質は非常に悪い。とにかくこもる。

したがって買った当初はその音に慣れずに

ID が聞き取れなくて困ったものである。今

ではかなり慣れたが･･･さらに使い込んで

いくと、メモリが 200 チャンネルあり非常

に便利である。メモリとかテンキー入力は

昔のリグにはなかったものであり、これま

た凄いものだと感心してしまった。私が買

ったのはノーマルの 535 だが、D バージョ

ンというのもあり、そちらだと同期検波や
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BWC(帯域連続可変)、そしてさらに狭帯域

のフィルタもついている。D バージョンだ

ともっとDXが稼げるのではないか･･･ 幸

いにもこれらの機能はユニットで提供され

ており、これらを差し込めば D バージョン

に早変わりするのだ。もっとも既に製造中

止になって久しい機種だったので BWC オ

プションはメーカー在庫なしの状態だった

が、運良く秋葉原で入手できた。 
しかし投資した割には、余りリターンを

実感できなかった。その 2 つがあったから

といって、さほど DX に役立つとは思えな

かった。そこで結局はいずれも売却してし

まった。 
よく言われる輻射ノイズの問題だが、今

まであまり感じることがなかった。しかし

つい最近になって、ALA-1530 ループを分

配して AR-7030 と一緒に使用するように

なって、初めて 7030 で嫌なノイズを感じた。

これには参った。 
とにかく 2 年半近く使用したが非常に使

いやすかったし、成果も上がった。いかに

も通信機といった感じの外観は大変気に入

っていた。私は好きなリグである。 
 
■AR-7030 

535 の音の悪さに辟易して、音の良さに

期待して購入したリグであった。使用感は

正直言って抵抗があった。リモコンで操作

するというのは非常に違和感があったし、

なかなか使い方を覚えられなかった。 
しかし慣れるとそのパフォーマンスは素

晴らしい。特に中波帯の感度を落としてい

ないというのが気に入って、中波帯は 7030
で、短波は 535 でという風に役割分担して

使用している。コンパクトでペディション

やモービルにも持って行きやすく、すっか

りお気に入りになった。 
Narrow に JRC の 1.8kHz クリスタルフ

ィルタを追加してあるが、TP 受信のときは

ほとんどこれで聞く。しかし 535 のように

篭ることもなく、了解度は非常に良好であ

る。この他に Notch オプションも追加して

あるが、こちらも耳障りなビートに効き目

があり、なかなか重宝してる。 

AR-7030 

 
【9R-59D に憧れて（後編）】 
さて少年期で前編として触れたように、

幻の名機 9R-59D には大変な憧れがあった。

それだけに BCL を復活した 3 ヵ月後に、近

所のリサイクルショップで 9R59D を発見

したときにはたまらなく驚いた。実物を見

るのは実は初めてであり、ある種の感動を

覚えた。そしてこの場所でこんな形でめぐ

り合うとは何かの運命であり、自分に買え

と天が命じているのだと勝手に解釈して

(笑)、カードで衝動買いしてしまった。ただ

し本当に使い物になるのかどうかは分から

ないし、店員からも使えなかったら修理ま

たは返品して下さいと言われて家に持ち帰

った。 
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シャックに君臨する 9R-59D。短い命だった。 

 シャックに設置すると、早速アンテナを

つないで聞いてみた。すると・・・うーん、

何か聞こえるのだが非常に弱い。ダイヤル

の感触もかなりグラグラしていて危なっか

しい。残念、これでは使えない。そう判断

して店に電話し「修理は出来ないか？」と

尋ねると、「古過ぎて修理できないので返品

して下さい」ということになってしまった。 
そんな訳で憧れたのに結局縁がなかった

9R-59Dであった。まあもっとも今後に 59D
を買う意味はないだろう。DX を本気でやろ

うと思うのであれば、最近のマシンにかな

う筈がない。59D が持っていた優位性は、

今となっては薄れてしまったのだから。そ

れでもやはり 9R-59D は少年時代の憧れで

あり、機会があればシャックに置いて DX
をしてみたいものだと密かに狙っていたり

するのである。 
 
【RAE を受信する】 

BCL を復活して殆どすぐに思ったのは

「RAE はどうなった？」ということであっ

た。20 年前に 9690 で出ていたこの局の日

本語放送は同波に掛かっていたジャミング

のせいでまさに珍局。毎日ワッチするなど

という地道なことのできなかった自分は、

一度も受信できぬままに終わった。 
それから 20 年も経ったのだからいい加

減によく聞こえるようになっただろう、い

やしかしそもそも日本語放送はまだあるの

だろうか？調べると周波数はさすがに

11710 に変わっていたが、依然として日本

語放送は続いていた。しかし放送は月～金

の 19～21 時にしか行われておらず、勤め人

である自分にはなかなかトライするのが難

しく、やっとのこと 2000 年末になってチャ

ンスが巡ってきた。そしてダイヤルを合わ

せたところ･･･聞こえた！ついに幻と言わ

れた同局を受信したのである。この頃は

RAE の受信自体は昔のように難しいもの

ではなくなっていた。相変わらずチャンネ

ル選定が悪く北朝鮮に潰されて聞こえない

日も多いが、昔に比べるとずっと受信しや

すくなっていたのである。 
それでもやはり感動だった。とにかくど

んなアナウンサーがどんな内容を話してい

るのか、一度も聞いたことがなかっただけ

に早く聞きたかった。アナウンサーは有名

な高木さん。氏の話すニュースは（後で知

ったが）スペイン語の原稿をその場で日本

語に訳して読んでいるとのことで、そのせ

いかとてものんびりしていて、アルゼンチ

ンらしい大らかな感じがした。そしてアル

ゼンチンと言えばタンゴ。トークの合間に

流れるタンゴで、ああ、やっと RAE が受信

できたんだなということを実感できた。
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かつての珍局 RAE のベリ 

憧れた RAE－早速レポートを書いてベ

リを頂いて、改めて本当に受信できたんだ

なということを実感した。少年時代の夢を

やっと実現できた喜びに浸った。 
 
【T2FD 完成！】 

BCL を復活しようとして、まずはほとん

ど衝動買いに近い形で NRD-535 を買い、

すぐにアンテナを建てることを迫られた。

20年前もそうだったが市販品を買うという

発想はあまりなく、とりあえず自分でロン

グワイヤーを作って張ってみようと思い材

料を買ってきて建てた。 
しばらくは 4ｍ高と低く貧弱なパイプの

マストと銅線で、最長 19ｍのロングワイヤ

ーとして使用した。しかしながら周囲の

DXer がレポートしているような DX 局が

自分には受信できない。続けて購入した

AN-１よりもパフォーマンスが低かったの

で、程なく撤去してしまった。 
AN-1 でもそこそこの局は聞こえた。しか

しノイズが結構あり、また受信した信号自

体も混変調気味でビートが多くあまり聞き

やすいとは言えなかった。そこで更なる DX
を目指して、短波帯のアンテナとして書籍

に「RF システムズ一押し」と紹介されてい

た「T2FD」を購入し設置することにした。

幸いにも我が家は一軒家であり、決して広

くは無いが一応敷地はあるからである。 
ワイヤーアンテナのくせに 3 万円もする

T2FD は近所のハムショップを経由して入

手した。さあ張ってみようと思い梱包を解

くがこれが大変。T2FD は丁度縄梯子のよ

うな形をしているのだが、これが複雑に絡

み合っていて大変なことになっている。こ

れをほどくのに一苦労する。 
そしてそれの一方を 3F 壁面のマストに

くくりつけ、もう一方を庭のフェンスにく

くりつける。全長 15m で計算上は丁度いい

はずだったのだが、実際に設置してみると

屋根に乗っかってしまいダラーンとしてお

り何ともだらしない感じ。みっともないな

がらもとりあえずアンテナチェンジャーに

つなぎ、同じ局を AN-1 と比較しながら聞

いてみる。 
その結果は･･･やはり S メータの振れは

AN-1 の方が勢いがいいので、一瞬失敗した

か！と思った。しかしほどなく書籍のレポ

ートの通りで、T2FD は一見静かに見える

が実は微弱な電波を確実に捉える非常に優

秀なアンテナであることがわかった。こう

なってくると現金なもので、だらしなく設

置されている T2FD をきちんとすればもっ

ともっとパフォーマンスを発揮できるので

はないかと考えるようになった。 
まずはフェンスにくくりつけてある方を

きちんとマストを建ててそこにくくりつけ

高さを稼ごう。一方が高くなると距離を稼

ぐためにもう一方は今よりも高くし遠くに

設置しなければならない･･･マストには何

を使おうか、タワーを建てるしかないの

か･･･いろいろ悩んでたどり着いた結論は

結局原点に戻ることだった。すなわち 20 年
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前と同じようにマストに「竹」を使うこと

である。 
竹はワイヤー系アンテナのマストの素材

としてはやはり最高である。 
・ まず１本の長さが 10m 前後ある。他の

素材でジョイントせずにこれだけ長さ

が稼げるものは無い。 
・ そして軽い。竹なら万が一倒れても大き

な被害を及ぼすことは考えられない。 
・ 最後に安い。一本当たり市価で 2,000

円くらいと思われ、格安である。 
 これほどまでにメリットの大きい竹を最

後まで使わなかったのは、やはり見栄えの

問題である。20 年前も決して見栄えは気に

入らなかったが、とても簡便なので使った

のだが今回はうちはまだ新築２年目である。

しかし上記のメリットには替え難く、竹を

使うことを決断した。 
さてその竹を入手するに当たっては近所

の竹林所有者に頼んで、自分の最も気に入

った竹を自分で切らせてもらいに行った。

しかし「できるだけ長く、できるだけ丈夫

で」と欲張ったため、1 本はとんでもなく

重くなってしまった。しかも公道をかつい

で歩くので車にも注意を払わねばならない。 
やっとの思いで自宅に持ち帰り約 8ｍの

高さにして建てた。そしてもう一方はパイ

プマストを復活させ３F ベランダに建てた。

高さは恐らく 13ｍくらいになったと思う。

かなり良くはなったのだがまだ屋根に乗っ

かってしまっている。これが完全に宙に浮

いて完成形と言えるだろう。その後もう一

本竹を頂きに行って、一応完成を見ること

になった。 
購入してから設置までやたらに時間がか

かってしまった。思いの他障害が多かった

からである。それを乗り越えるために大変

な苦労をした。でも T2FD はその苦労に見

合うだけのリターンを私に与えてくれたよ

うに思う。 
 
【ミーティングへの参加】 
復活早々に情報取得のため、日本 BCL 連

盟に再加入した。そして一番やりたかった

のはミーティングに参加することであった。

2001年1月は別件で出席できなかったので、

その次の 3 月に、実に久しぶりに町田ミー

ティングに出席することになった。どんな

人が来て、どんな内容になるのだろうか･･･ 
大いなる期待感を持って出席したその回

は全員で 14 名ほどの参加者がいて、こんな

に大勢来るのかと正直驚いた。内容的には

それぞれの興味関心の内容が多岐に及んで

おり、なかなか難しいなと感じた。私の関

心事は、ある人にとっては全く関心のない

ことであり、その逆もあるからである。そ

れでもリアルな人間と BCL の話ができる

のがたまらなく嬉しく、その後数回出かけ

て行くことになった。その後町田だけでは

なく、より DX に特化したミーティングら

しい関東 DXers サークル（KDXC）まで出

かけて行くことになった。 
確かにミーティングはいろいろな方と実

際にお会いできて、その方自身をしっかり

理解するいい機会になる。日頃自分が疑問

に思っていることを直接尋ねることもでき

るし、ノウハウを学ぶ機会でもある。にも

かかわらず 5,6 回も出席すると、だんだん

出席するのが億劫になっていってしまった。 
この理由はいくつかあるが、ひとつは DX

情報であれば既にネットで交換されてしま

っており、ミーティングに行って新たに得
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る情報は少なかったからである。ふたつ目

は前述した興味関心事の多様性である。そ

れぞれ異なるので必ずしも話題が合うとは

限らず、寂しい思いをすることもあったか

らである。３つ目は時間的な制約であろう

か。ミーティングに出て行くとなると、特

に都内に行くとなるとまさに半日がかりで

ある。ネットという自宅にいながらにして

使える手段に慣れてしまうと、よほどの恩

恵がない限りはそれだけの時間を掛ける気

がしなくなる。そんな感じで、正直ミーテ

ィングというものを楽しめなくなっている

自分に気付くのであった。 
 しかしネットは決して万能ではない。人

は飲みながら話したり、BCL 談義で盛り上

がったり、ディープな付き合いもしたくな

るのである。ミーティングにおいて学んだ

ことも非常に多い。従ってオンラインとオ

フラインの適切な組み合わせが必要になっ

てくるのである。 
 
【日本ＢＣＬ連盟を訪ねる】 
復活後ぜひとも実現したいと思ったのは

日本 BCL 連盟のオフィスを訪問し、昔の懐

かしい資料を閲覧することであった。自分

の最大の後悔は過去自分が集めた「短波」

「Hz」そして「DX 年鑑 1980」などの書籍

を全て捨ててしまったことである。今とな

ってはオークションでの出品を待つ以外に

入手する術は無い。特に自分が投稿してそ

れが採用され掲載された分の雑誌すらない

こと。せめてコピーだけでも側に置きたい

と思い、意を決してして訪問した。 
果たしてそこは自分が考えていた以上に

小さなオフィスであった。最初から小さい

だろうなと思ってはいたがここまで小さい

とは･･･しかし自分が欲しいと思っていた

資料は全てあり、それらをコピーした。懐

かしい、涙が出そうな 20 年振りの再会であ

った。自分のレポートも全て見つかったし、

5900 や FRG-7 の技術資料も全て入手する

ことができた。中学時代に戻って夢中にな

って資料を探した、何とも言えない幸せな

時間であった。 
最後に一人だけオフィス内で仕事をして

いた年配の男性と言葉を交わす。ブーム衰

退後の BCL 界の寂しい状況について話を

振ると、ブーム当時の話をいろいろとして

くれる。「短波は実発行部数が 10 万部以上

あった」とか「グアムの BCL 教室は赤字だ

った」とか「今は 40 代の会員が一番多い」

等々。帰り際にお礼を言い遅ればせながら

と自分の名前を名乗ると名乗り返してくれ

たが、思った通りその男性こそ会長さんそ

の人だった。 
 
【FRG-7 復活！】 
かつて自分が中学生のとき（’78 12/31）

に親に買ってもらい、高校入学後 QRT する

まで愛用した往年の名機 YAESU FRG-7 は

昨年末の 20 年振りの復活の段階では残念

ながら故障していた。それはそうだ。電源

も入れずに 20 年間も押入れの中に放って

おけば、受信機だっておかしくなってしま

うだろう。電源は入るのだがボリュームに

ガリが発生している。また D バンド（11MH
ｚ以上）はほとんど聞こえなくなっていた。

そしてしばらくして再度電源を入れたとき

には、今度は通電しているという感触さえ

なくなってしまった。 
記憶が定かではないがもちろん自分でも

もらった小遣いは貯めて、その上で足りな
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い分を親に補填してもらってやっと買えた

マシンである（確か売価¥44,800 であった

と思う）。今でこそサラリーでそれほど苦も

なく買えてしまう金額だが、当時のその金

額は大金である。まああまり物をねだった

りしない私がどうしても欲しいと言ってい

たので、無理をしてでも買ってやろうと思

ったのだと思う。自分の青春の思い出とそ

んな親の気持ちを思うと、売ったりとか捨

てたりすることは考えられず、高くつくこ

とはわかっているのだがそれでも修理して

復活させようと思ったのである。 

返事はすぐもらえて「いいものを持って

いますね」とあり気持ちはそれなりに通じ

たのではないかと思ったが「じゃあ引き受

けましょう」とも書いておらず、様子を見

られているのかなという気がした。そして

３回ぐらいメールをやり取りして、「ではと

りあえず挑戦してみましょう」と言っても

らえた。しかしながら本当に直るのか、ま

たいくらかかるのかはこの段階ではわから

ない。しかも着手できるのは仕事の関係で

１ヵ月後とのこと。いずれにしても待つし

か方法は無い。 
最初は定石通りメーカーであるバーテッ

クススタンダード社に問い合わせた。しか

しながら古いことを理由に部品が無いかも

しれない、高くつく（2～3 万円）かもしれ

ない、仮に修理できても昔ほどのパフォー

マンスが出ないかもしれないと返答が帰っ

てきた。どうしたものかと考えあぐねてい

たときに目にしたのが、やはりインターネ

ット。昔の BCL ラジオを展示しているサイ

トがあり、よく読んでいくと「BCL ラジオ

の修理引き受けます」とある。見れば相当

数の修理をこなしているようであり、種類

も実に多様で、この人なら FRG-７を復活

させてくれるのではないかという予感がし

た。 

そしてやっとその時期が来て、丁寧に梱

包して一応礼儀と思って電話で一言挨拶を

する。年配とは思ったが声はそれほど老け

てはおらず、普通のおじさんといった感じ

で飄々と応じてくれる。発送する際に念の

ためにと思い FRG-7 の取説と回路図、そし

て改造個所である Narrow Filter の改造記

事を同封する。ただ「改造してます」と書

き加えるのを忘れてしまったので、メール

でその旨伝える。それに対し同氏より返信

があり改造についてはあまり感心しないご

様子。しかし箱が大きく置き場も無いので、

一両日中に目処をつけて返送するとのこと。

そしてその日の午後には「発送しました」

との連絡。早い！感度も ICF5900 より良い

（何故 ICF5900 との比較なのか？）と書き

添えてある。 
とは言え商売でやっているのではなくあ

くまでも趣味の延長として善意でやってい

るという感が強く、「フィーリングが合わな

かったらどうしよう」とか「やたら高かっ

たらどうしよう」とかいう一抹の不安もあ

った。でもとりあえず相談してみようとメ

ールで問い合わせてみた。その中で前述の

ような自分の思い入れを書いて、是非面倒

を見て欲しいと切に訴えかけた。 

楽しみにして翌日自宅へ帰って、真っ先

に FRG-7 に駆け寄る。すぐにセッティング

しいざ電源を ON にする。すると・・・復

活した！間違いなく復活した。DX 局がしっ

かり聞こえる。NRD-535 とあまり変わらな

い強度で RRI 各局（Jambi、Ternate、
Pontianak など）が入感する。Narrow 
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Filter の切れ味も相変わらず良い。確かに

FRG-7 は元気になったのである。 
まずは前述の通り簡単なワイヤーを張っ

たのだが、思ったほどDX局が聞こえない。

何故だ？とにかくノイズが多いのである。

「ガーッ」と激しい音で出ており、微弱な

信号などかき消されてしまっているのであ

る。この傾向は特にワイヤーの後に購入し

た SONY AN-1 では顕著であった。後に判

明したが、この激しいノイズは ISDN の TA
から発せられていたものだったのだ。この

ことに気付いたのはある DXer 氏のサイト

を拝見し、TA が重大なノイズ源になること

を知り、TA の電源を切った際にノイズがス

ッと消えた瞬間であった。アクティブアン

テナ AN-1 はフィーダーでノイズを拾い、

さらにアンプで増幅させ、最悪の状態にし

てくれてしまっていたのだ。実際その後に

RF Systems のパッシブアンテナ T2FD を

太い同軸ケーブルでフィードすると、確か

に ISDN ノイズは残るが、その程度は大幅

に減少したのである。 

一抹の不安があった（もちろん予算を超

えるようであったら取りやめをすると言っ

てあったが）代金の方も無事予算内に収め

てくれた。こうして自分の宝物は完全に蘇

ったのである。聞けば FRG-7 は米国でも極

めてビンテージ度の高いレシーバーである

と評価されているとのことである。単なる

飾りでなく実用上も非常に能力は高いと思

う。せっかく復活したのだからこれからは

大事に使い、これからも続く BCL ライフの

中で役立てていきたいと思う。  
 ※上記修理に際してお世話になったラジ

オ 工 房 （ 内 尾 悟 ） さ ん の サ イ ト は

http://www31.ocn.ne.jp/~radiokobo/です。

FRG-7 の 修 理 に つ い て は

http://www.geocities.co.jp/Technopolis-Ma
rs/1130/other/frg-7.html に掲載頂いていま

す。修理が終わった後に見学にお邪魔しま

したが、懐かしいラジオが山のように積ん

でありまさに宝の山！といった感じでとて

も楽しい空間でした。 

そんな感じで試行錯誤を繰り返しながら

浦島太郎的状況を少しずつ脱し、徐々に昔

のような DX の勘を取り戻していったので

ある。最初のワイヤーアンテナは AN-1 と

比較してイマイチと判断して間もなく撤去

してしまったので、その真価は実はよく分 

 
【アンテナについて】 
 アンテナに関してはわずか 3 年の間に随

分いろいろやったので、ここに総括してみ

たい。実は 535 を買った際に店主に

ALA-1530 の紹介を受けたのである。時代

が変わったとは言え、いきなりループアン

テナの紹介を受けるのは、何とも奇異な感

じがした。そもそもループアンテナって中

波用のアンテナでしょ、自分の聞きたいの

は短波だし･･･ 値段が結構するのも興味

を引かなかった一因である。しかしこちら

も巡り巡って購入してしまう訳だが･･･ 

 

アクティブアンテナのベストセラーSONY AN-1 

からない。S メータの振れが AN-1 の方が
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大きかったということがイマイチとした理

由なのだが、S/N 比で考えるとどうであっ

たかというところは不明である。そして

AN-1 は前述のように T2FD に完敗し、同

様に短期間でメインアンテナの座を滑落す

ることになるのである。 

 

 

RF-Systems EMF 

 そしてその後、いろいろなサイトで紹介

されていた ALA-1530 に戻ってくる。「ロー

ノイズ、混変調に強いがローゲイン」とい

う評価が多いように思われ 2 の足を踏みつ

づけたが、某 DXer 氏によるレビューが非

常に魅力的であったので、ついに購入に踏

み切ったのであった。 

RF-Systems T2FD 

 T2FD のすぐ後にワイヤー系アンテナ 3
本体制にした時期があった。米 Universal
より Alphadelta の DX SWL Sloper と RF 
Systems の EMF を輸入し、それぞれ方角

を変えて張り比較してみたのである。残念

ながら EMF はパフォーマンス悪く失格。

DX SWL Sloper は悪くはなかったのだが

T2FD に比べるとイマイチというのがあり、

結局この 2 本は日をおかずして撤去するこ

とになってしまった。 

 

 

Wellbrook Communications 

ALA-1530 

Alphadelta DX SWL Sloper そして使ってみてその優秀さを実体験と

して認めるに至った。これまで愛用してき
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た T2FD と比べても遜色なく（得手不得手

はある）、中波から短波にかけて（実は VHF
まで）広いレンジで高いパフォーマンスを

発揮した。そこでしばらく T2FD との 2 台

体制が続いた。 

同調型微小ループアンテナの内部 

 しかしアンテナに対する欲望はとどまる

ところがない。もっといいものがあるので

はないかと、貪欲に捜し求めるのである。

そうして行き着いたところは同調型のシー

ルドループであった。シールドゆえにノイ

ズに強く、また同調型ゆえに混変調に強い

という 2 つのメリットがあったからである。 
 そして 2003 年春に自作して大ホームラ

ンとなったのは、K9AY ループである。単

一指向性で優れたパフォーマンスを発揮す

ると聞いていたのでずっと憧れていたのだ

が、S 氏が製作レポートを公開して下さっ

たので、満を持しての製作及び使用開始と

なった。製作は極めて簡単、部品数も少な

くあっという間にできてしまった。ただし

このアンテナは周囲長が 30m（もう少し小

さくも作れるようだが）あるので、自宅で

使用するのは難しく、近隣の河川敷で使用

実験した。 

 これについてはこの方面の権威の方のお

宅にお邪魔して、実地でご指導頂く機会に

恵まれた。そしてまずは中波用を完成させ

ることができた。このままでももちろん使

えてサイパン、グアム等の局が聞こえたが、

ゲインは少々不足している。そこでコント

ローラー部にプリアンプを追加したが、そ

れでも ALA-1530 には及ばない。これはア

ンプの増幅率の差である。そこで最後には

中波専用の同調型プリアンプを作成し追加

した。これをもってやっと ALA に追いつき、

TP 局も同程度で受信することができた。同

調型でゲインもコントロールできるので混

変調に対しては ALA に比べて強みがある

が、ノイズに関しては ALA 自体ローノイズ

なのでここでは余り差を感じない。それに

しても自作のアンテナが、既製品の高価な

アンテナに追いついたという意義は非常に

大きいのではないかと思っている。 

そのパフォーマンスは実に素晴らしく、

もちろんコンディションやロケーションも

良かったのだが、南北方向に張って南方面

が非常に良好に受信できた。私の中波 DX
の経験などまだ大変乏しいのだが、アジ

ア・パシフィック方面をこれだけ良好に受

信したのは初めての体験であった。オース

トラリア、グアム、サイパン、ソロモン、

フィリピン、マレーシア、インドネシアと

いった国々の局が強力に入感した。 
何と言っても指向性の鋭さが素晴らしく、

例えば 702KHz に出ている北朝鮮局は指向

性を切り替えた瞬間に駆逐され、オースト

ラリアの ABC-2BL が強力に浮かび上がっ
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てくるという状態である。これには大変驚

きかつ喜んだが、反面自宅で聞くのが嫌に

なってしまうのではないかという危惧の念

もあるが･･･ 

 
指向性に優れる K9AY 

 このようにわずか 3 年の間にいろいろ実

験をしてきたし、電波の入口として更に高

いものを目指すことになっていくであろう。

興味の尽きないエリアである。 
 
【個人輸入】 
  一昔前であれば考えられないことであ

ったが、インターネット時代の今は個人輸

入もいとも簡単に行えるようになった。今

回アンテナを輸入して、それを痛感した。 
BCL ブームの去った日本ではこれまで、

リグ以外の BCL 用品はほとんど皆無であ

り、入手するにはハム用のものを流用する

か若しくは国内代理店が輸入する外国製品

を購入するしか手はなかった。海外では現

在も BCL 用品が生産され販売されている。

そしてそれらは国内にいて通信販売で購入

することができる。 
ただし個人輸入するにしても今まではや

り取りは基本的に郵便で、手間とお金と時

間をかけて行われていた。まずはカタログ

を取り寄せるために郵便局へ行って IRCを

買って同封して航空便を送り、それに対し

販売店は郵送する。それを見て欲しいもの

を決定し、郵便局へ行って為替を作って書

留で代金を送る。その後しばらく待って商

品が送られてくるという大変な労力であっ

た。もちろん全て英語でやり取りせねばな

らないし、そういう仕組みを理解すること

自体が苦労であった。 
ところがインターネットの出現が、それ

ら全てを一変してしまった。まずカタログ

を取り寄せる必要はなく、全て web サイト

で閲覧することができる。そしてそれをメ

ールで発注できるのだ。決済はクレジット

カードで OK。カード No.を記入し、またカ

ードをスキャンしてメールに添付して送れ

ば良いのである。これら全て自宅に居なが

らにして行える（カードのスキャンのみ会

社でやってもらったが）。そして在庫さえあ

れば比較的早く商品が送られてくるのであ

る。 

Universal Radio の商品カタログ 
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前項のアンテナ 2 本はこの方法で米国

Universal より輸入したが、為替レートが

イマイチだったとは言え比較的リーズナブ

ルな価格で購入できたのではないかと思っ

ている。何よりも楽しかった。これからも

ちょくちょく個人輸入を利用し、国内では

買えないいろいろなものを買おうと思って

いる。 
 
【ALA-1530 顛末記】 
さて先に触れた ALA-1530 についてもう

少々記述してみたい。ALA-1530 は英国

Wellbrook Communications 社が製造、販

売している長波～中波～短波用のループア

ンテナである。私が BCL を復活して受信機

の実機を見に近所のハムショップに行って

中古の NRD-535 を購入した際に、店主に

「アンテナもどうですか」と奨められたの

がこれだった。 
 その後何人かの DXer のサイトでこのア

ンテナをレビューしているページを見かけ

たが、その評価としては「ノイズと混変調

に強いがゲインは今ひとつ」というところ

に集約されるように感じた。従って引き続

き 1530 に対する興味は湧かず、依然として

ワイヤー系で優秀なアンテナを捜し求めた。 
 さて DX を続けていく中で改めてアンテ

ナの重要性を意識することになるが、特に

感じたのは「ゲインよりも S/N 比だ」とい

うことであった。特に日本のように狭くて

人工ノイズの多い国ではその重要性は際立

つのではないかと感じ始めていた。そんな

ときに私のサイトにメールを下さった

DXer の方が、私のアンテナに対する興味が

強いことを知り 1530 に関するご自身のレ

ビューを送って下さった。それによるとこ

のアンテナは極めて優秀であり、ハイゲイ

ンのバーチカルアンテナより受信できる局

が増えたという結果が報告されていた。こ

こに至りさすがに私もこのアンテナに対し

て魅力を感ぜずにはいられなくなった。そ

こでついにこのアンテナを導入することを

決心した訳である。 
 発注に際しては例のごとく個人輸入の楽

しさを知ってしまったので、英国の本社に

直接発注することにした。方法としてはメ

ールにて最新の価格と送料を照会し、次に

郵便局より為替にて同社に送金した（身分

証明が必要になるので注意！）。先ほどのレ

ビューによれば代金を受領した時と商品発

送時にはそれぞれメールで連絡があったと

書いてあったのでそれを待っていたが、３

週間近くたってもなしのつぶてであったの

で少々焦り、メールにて問い合わせをする。

すると翌日に返信があり「代金は受け取っ

ており商品も昨日発送した」とのこと（お

いおい、皆と同じように対応しろっつーの）。 
 さて言葉通りにアンテナは発注後３週間

で我が家に届いた。そして早速受信機につ

なごうとするが･･･ここからが苦労の始ま

りだった。実際に使用に供するための準備

作業が多過ぎて、不親切この上ない製品な

のである。不親切は以下の３つの点である。 
①アンテナ～コントロールボックスをつな

ぐ同軸ケーブルのコネクターが何と BNC
であり、ユーザーは自分で同軸ケーブルを

加工して準備しなければならない。コント

ロールボックス～リグ間も BNC のため、

リグとの接続には変換プラグが必要となる。
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ALA-1530 のコントロールボックス 

②コントロールボックスには DC12V の安

定化電源が必要となるが、付属品にはコン

トロールボックスに差し込む「プラグ」し

か付いておらず、これまた加工が必要であ

る。 
③極めつけは取付金具である。「こういった

ものをこういう寸法で作れ」という指示は

書いてあるだけで、これまた準備しなけれ

ばならない。しかもそんな金具はいくつか

の DIY ショップ、金物店を回ったがどこに

も売っていないのである。 

 
折り曲げは某氏の支援を仰いだ自作取付金具 

①は何とかなったが早速②でつまづいた。

自分でコードを作って安定化電源から電源

を取ったが、何故か電気が流れない（工作

ミスでショートしていたようである）。従っ

てアンテナは作動せず、同軸なのか電源な

のか原因の切り分けから頭を悩ませねばな

らなかった。そこで前出の DXer 氏や他の

ユーザー氏にも救いの手を求めてアドバイ

スを請う羽目に陥った。そして電源につい

て、AC アダプタでも問題無いようであると

聞き、7030 のアダプタを（こいつも英国

製！）試しにつないだところ・・・ビンゴ

ー！であった。見事にアンテナは作動し、

受信機からはさまざまな局が聞こえ始めた。

そこで早速秋葉原に行ってジャンクショッ

プで規格に合う AC アダプターを見繕い購

入した。 
仮設置だったがまずまずパフォーマンス

は良いようである。よしっ、と次にはこい

つをきちんと設置するべく準備を始める。

しかし取付金具が無いのである。いろいろ

考えた末たどり着いたのは、既製の金具を

諦めオリジナルの物を作ることにしたこと。

しかし自分で作るには道具も無く無理なの

で、近所のホームセンターの工作室に加工

を依頼することにした。2mm 厚のアルミ板

に自分でけがきをして作ってもらおうと考

えた。切断と穴あけまでは自分で出来たが、

折り曲げする工具がなく困ったが、某氏の

支援を仰いで幸いにも完成することが出来

た。 
ここまでの諸経費は（同軸ケーブルは仕

方ないとして）変換プラグ 1,400 円、AC ア

ダプター500 円、取り付け金具 2,360 円（ル

ープ上部固定のためのデベマウント 1,400
円、アルミ板 960 円）の計 4,260 円。経費

はともかく要した時間と労力はばかになら

ず、こんなもの最初からつけて置けよ！と

かなり腹立たしくなった。 
そしてやっとの思いで自宅にマウントし

改めてパフォーマンスを見ると･･･よし
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っ！苦労した甲斐があった。非常に素晴ら

しいパフォーマンスである。 
苦労を掛けた子ほど可愛いと言うが、手

を焼かせただけにこのアンテナに対する思

いは結構強くなった気がする（メーカーに

対しては未だに怒りが解けないが･･･）。 
 ちなみに国内のショップで代理店経由で

購入すると価格は若干高くなるが、また別

料金だが AC アダプタも取付金具も購入で

きるようである。面倒を厭う方は絶対にそ

ちらをお奨めする次第である。 
 
【ハムフェアに参加する】 
 2001 年 8 月に、初めてハムフェアという

ものに参加した。会場はこの年はパシフィ

コ横浜であった。なかなか大きなイベント

であるし BCL も数多く参加するようなの

で、一度は見てみたかったのだ。 
 実際会場に入ると大変驚いた。いやー、

凄い。何という規模だ。まるで秋葉原のよ

うな、いや、無線関係がこれだけ集まって

いるのだから、秋葉原以上のワンダーラン

ドである。 
 嬉しくて嬉しくて目を輝かせて歩き回っ

たが、この年は JSWC のブースで PWR の

ナックナンバーを 10 年分とアドカラーの

ログノートを大量に購入した。そしてまた

来年も必ず来ようと、心に固く誓ったので

ある。 
 2002 年は会場が東京ビッグサイトに変

更になった。そして日数も 3 日間から 2 日

間に減少した。ここ数年これで中止かと言

われ続けているとのことであったので、存

続しているだけマシとも言えたが、しかし

このときは残念ながら楽しいとも思えなく

なってしまった。いくつかのブースはただ

のパソコンジャンクのみであったりアニメ

であったりと、「おいおい、何処がハムフェ

アだよ」と言いたくなるようなものも相当

数見受けられたからである。そこに入場料

を支払って参加するのは少々抵抗がある。

そもそもハムフェア最大の楽しみは珍しい

ものを物色するところにあると思うが、こ

こでもインターネットの影が見えるのだが、

買い物はネットオークションで完結してし

まうのである。この辺りにもハムフェアの

存在意義が薄れてきた遠因が求められるの

ではないだろうか。 

 
多くの人出で賑わうハムフェア（JARLHP より） 

 2003 年は遂に参加しなかった。行ってみ

たい気持ちもなくはなかったが、どうして

も行こうという気にもならなかった。今後

はコンセプトを変えないと存続は難しいの

ではないかと思うが、人々がリアルに集う

場として続いていって欲しいと思うのが本

音ではある。 
 
【記念の受信テープと MD】 

20年前から初受信の際は必ず記録として

テープに残すようにしていた。基本的には

受信した局の ID 確認の意味もこめて、ID
の出るシーンが必ず含まれるくらいの時間

（平均１分半くらいだろうか）録音するよ

うにしていたのである。テープの本数は 60
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分テープ 5 本くらいでそれほど多くない。 
しかしながらカセットテープには下記の

ようないくつかの欠点がある。 
・ CD のようにランダムアクセスするこ

とができない 
・ 編集するにはダビングという方法をと

るが、この際に音質の劣化が発生する 
・ カセットテープは伸びたり切れたりと

いった経年劣化が発生する 
幸いにも今のところ無事に残っているが、

テープは劣化するものであるし早めにデジ

タル化して保存しておくべきだろうと考え

た。そもそも BCL に録音機器は必需品であ

り、復活して間もなく何を導入しようか検

討に入った。 
当初は CD-R を検討していた。音質の劣

化が全く無い（MD は若干間引く）からで

ある。しかしながら少し考えてこの考えは

非現実的であることに気付いた。一旦録音

したカセットテープを丸ごとダビングする

のであればいざ知らず、受信の都度録音し

たり消したりするのには全く使えない。 
そんな時 Grove 社の Monitoring Times

に DX Lifesaver というタイトルで受信音

録音機器としての MD の活用事例が紹介さ

れていたのを見た。それによれば録音した

データの編集の自由度が非常に高い（簡単

に消去できてしかも消去した部分に隙間が

できない、録音したものの分離・結合がで

きる、録音したものの順序が変えられるな

ど）カセットテープの時代から見ればまさ

に画期的な製品であることに気付いた。 
そこで MD の導入を決断したが、問題と

なったのは機器の価格である。カセットや

CD は低価格化が進んで簡単に買えるよう

になったが、MD は未だ 4 万円近くする高

級品である。復活後 BCL に急速に投資した

身としては、更にそんな投資はできない。

どうしよう･･･そんな悩みを解消したのは

近所のリサイクルショップであった。確か

に新品で最新型の MD はまだ高価なのだが、

発売して数年経った機種はデザイン的には

今一だが性能的には別段問題なく、しかも

価格はかなり手頃になっていた。それこそ

１万円前後から売られていたが、その中で

まあまあ程度の良さそうなものを 14,500
円で購入した。 

SONY MZ-R50 

さて買ってきて早速使ってその録音を何

回か聞いてみると、妙なことに気付いた。

どの受信音にも「シャーッ、シャーッ」と

周期的なノイズが入っているのである。そ

してそのノイズは明らかに MD での録音開

始と同時に始まっていた。「何だこれは。不

良品か！」。がっかりしたがその旨をリサイ

クルショップの店主に伝えたところ、同じ

機種でもう少し程度のよい物（23,000 円で

売られていた。適当な価格設定である）に

替えてくれた。 
そして今一度帰ってから録音に使用して

みたが･･･あー、やはり同様のノイズがある。

「これは MD 特有のノイズなのか」と諦め

かけたが、しばらくして気が付いてみると
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そのノイズは入らなくなっている。あれは

一体何だったのだろう？ 
とりあえずDX局受信時の ID確認の際に、

またレポートを書くための番組録音の際に

大活躍している。  
（追記：今でも時々ＭＤ特有のデジタルノ

イズが発生することがあるが、そんなとき

はＡＣ電源をはずし内蔵充電池で稼働させ

ると発生しなくなる。最近気付いた。） 
 ところで例のテープのバックアップの件

であるが、BCL 関連の記録は全て保管して

あったので Index はほぼ完璧に作ることが

できた。ダビングの途中で使っていたテー

プがディスカウントストアのオリジナルテ

ープだったせいだろうか、編集の途中で全

て切れてしまいセロテープでつなぎ合わせ

てやっとの思いで編集を終えた。大事な思

い出を失わずに済んで本当に良かった。 
 
【記録を残す】 
 受信テープと同様に今や自分にとって宝

物なのは、過去つけていた BCL のログや随

想等の記録である。その昔は大学ノートを

使って「今後どこを狙うか」とか「My Shack
リニューアル計画」とか「BCL の夢」など

を書き付けていたのだが、上記の受信テー

プの Index 作成でもこれを保管していたこ

とが大きくものを言った。これが無かった

ら受信テープを聞いてもそれがどこの局で

あるのか判別できないケースが多かったで

あろう。BCL 連盟でスムーズに資料が探せ

たのもこれらランダムに記録された情報が

あったからこそである。 
 今は必ずしも紙媒体で残すのではなく、

パソコンのハードディスクの中にデジタル

データとして残すようにしている。これな

ら編集も容易だし、色褪せることも無い。

ただ HDD はクラッシュする恐れもあるの

で、時々CD-RW にバックアップしてやる

必要はあると思うが。 
 それにしてもそれらの記録の中で書かれ

ている「理想のリグ」と題して自分の夢を

書き綴ったページを読み返すと、中古とは

言え今使っている 535 のスペックは理想の

リグをはるかに凌ぐ素晴らしいマシンであ

ると改めて感じるし、それを自分のものと

して使える喜びを改めて感じざるを得ない

のである。 
 
【受信機のコレクション】  
 さて復活後 NRD-535 と AR-7030 を購入

し DX 的には万全の態勢ができたはずだっ

たのだが、その後にまたリグが増殖してい

くという現象が発生した。と書くと他律的

で自分に責任がないように聞こえるが、何

のことはない、自分で好き好んで増やした

のだから自分の責任である（笑）。もう買う

まいと思いながら、欲望の炎を消しきれな

かったのである。そもそも沢山台数があっ

ても、人間は同時に何台ものラジオを聞く

ことは出来ないのだから。従って昔からあ

るリグ（ICF-5900、FRG-7）、及び特別な

用途を持ったリグ（ワイドバンド：

MVT-7100、旅行用：ICF-2010）以外は実

際には「観賞用」という意味合いに他なら

ない。そんな訳でここでは新たに購入して

しまったリグについて少し記してみたい。 
観賞用リグは 5 台であるが、これらが選

ばれた理由は「昔の憧れの度合いが高かっ

たこと」である。最初に憧れたのはクーガ

ー2200 と 115、そしてスカイセンサー5900。
どれか 1 台しか買えない訳なのでスカイセ
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ンサーを選ばざるを得なかったのだが、他

の 2 台とも持てるものなら所有したかった。

幸い給料をもらっている今なら、飲みに行

くのを数回我慢すれば中古品は買えてしま

う。そこでまずこの 2 台は目出度く入手す

ることが出来た。 

「赤いデジタル」プロシード 2800 

5900 のライバルだったクーガー2200 

広告宣伝とはラジオ CM で散々流れた

「周波数の語呂合わせ」。「いいな向こうの

生ビール(11765kHz DW)」とか「響くゴ

ンゴンビッグベン（11955kHz BBC）」と

かは今でも耳の奥底に記憶として残ってい

る。また毎月買っていた「短波」の裏表紙

にも毎月広告が掲載されていて、そこにも

各局の周波数のデジタル表示とその語呂合

わせが沢山載っていた。1kHz 単位で周波数

が赤いデジタルカウンタで表示される･･･。

デジタルカウンタのついたリグなんて

FR-101DD くらいしか知らなかった自分と

しては、それが自分の手の届く可能性のあ

る価格帯であったことに、現実的な夢を感

じたのである。そう、「赤いデジタル周波数

カウンタ」は、私の BCL への憧れそのもの

だったのかも知れない。 

シルバーボディーが美しいクーガー115 

もう 1 台欲しかったのはプロシード 2800
である。実はプロシードこそ私が最も憧れ

た機種だったのかもしれないと、最近思う

ようになった。それはプロシードがデジタ

ル周波数カウンタを搭載した最初の BCL
ラジオであり、BCL ブームの真っ只中に発

売されて広告宣伝も鮮烈な印象を残したか

らではないかと思う。 

しかし残念ながら BCL ラジオとしては

画期的かもしれないが、本格的な DX を志

向するとプロシードはスカイセンサー後の

1 台として選ぶ訳には行かなかった。90mb
が受信できる点を除いては、スカイセンサ

ーとの根本的な違いはない。所詮は BCL ラ

ジオである。だから次のリグには FRG-7 が

選ばれたのである。そんな憧れからプロシ

ードも飲みに行くのをもう数回我慢して
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（笑）手に入れることになった。 
そして ICF-6800A だが、これは完全に衝

動買いである。本当はプロシードがあれば、

「デジタル周波数カウンタ搭載のリグを所

有するという」欲望は叶えられた筈である。 

ICF-6800A 

しかしプロシードの入手に手間取ってい

るうちに、たまたま知人から 6800A 放出の

話が舞い込んだのである。6800 に対する憧

れももちろんあった。「短波」で連載されて

いた漫画「リグ・ログ・ラグ」の登場人物

も「ロッパチ」と呼んでメインに据えてい

たのを覚えている。とは言え当時の自分は

このリグを買う気は全くなかった。それは

もう既に自分が FRG-7 を持っていたとい

うことと、やはり本格的な DX をやるので

あれば通信機メーカーの機種しかないと決

めていたためではないかと思う。実際に自

分が BCL をリタイアする直前の 79 年には

手の届く可能性のある通信型受信機として

TRIO の R-1000、80 年には YAESU の

FRG-7700 が発売されたが、6800 は機種選

定に当たって自分が最も重視した選択度と

多信号特性が、これらの機種にかなわなか

ったからである。実際にカタログスペック

もそうであるし、ダイナミックレンジに関

する雑誌の評価も他の 2 機種の方が高く、

6800 はリスニング派向け、他の 2 台は DX
向けという風に色分けされていた。要はヘ

ビーな DX を志向する自分としては、他の 2
機種の方が魅力的に映ったということであ

る。 
実際には 80 年に BCL 活動を停止してし

まったため、次のリグを選ぶという行為は

な さ れ ず 、 R-1000 も FRG-7700 も

ICF-6800 も購入しなかった訳であるが、自

分の BCL 末期に出現した高級 BCL ラジオ

として 6800 は記憶されており、当時では絶

対買えなかったであろうラジオを自分の手

元に置くことができる喜びで、「多少難あり、

だから安く。」というお友達価格で譲って頂

いたのである。 
観賞用は以上 4 台で終わる筈だったのに

2002 年 9 月に加わったのが TRY-X2000 で

ある。そう言えば 5900 を選ぶ時に何故この

機種とも悩まなかったのか不思議である。

周波数直読もできるし、何といっても 1.6
～30MHz のフルカバーである。5900 も

2200もカバーしていない90mbが聞けるの

である。思うに 5900 を購入した頃はまだロ

ーバンドに目覚めていなかったこと、また

ライバル機の 5900 と 2200 の評価があまり

にも高かったせいであろう。いずれにして

も想い出のある機種なので、手に入れるこ

とにした。 
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しかも Universal はそのあたりの事情を説

明する訳でもなく、何も連絡がないまま月

日が過ぎていく。そこで業を煮やして「こ

の日までに出荷できなければキャンセルし

ます」と通告したら、翌日「ご要望に従い

キャンセルしました」と返信がきた（いい

加減にしろっつーの）。仕方がないので

Universal 以外の入手先はないかと探す。

SONY America の SONY STYLE にはそも

そも 2010 がカタログ表示されていないの

でダメ。Grove にもない。これ以上の方法

が思いつかず、思い余って知人の米国在住

の DXer 氏に相談したところ、氏は親切に

もわざわざ探して近隣のショップで私のた

めに代理購入して下さった。ということで

無事 10 台目のリグが我がシャックにやっ

て来た。 

 
東芝 TRY-X2000 

最後に ICF-2010 について触れておきた

い。「ポータブル不朽の名機」という評価と

85年発売機種が今でも新品で購入できると

いうノスタルジーとで、是非とも手に入れ

たいと考えた。日本では入手不可で米国で

あれば入手可能とのことだったので、

Universal に発注した。ところが丁度生産

ラインの休止（？）という悪いタイミング

に入ってしまったのか、待てど暮らせど

「Back Order」の状態が続き、11 月に発注

したのに 4 月になっても商品が届かない。 

ノスタルジーの追求（＆ストレス解消！）

とは言え、今度こそ自分から主体的に購入

しに行くということはしないと思う。あく

までも何かの理由で余程お買い得な条件で

もない限りは、衝動買いすることもないと

思う。 
 
【シャックの相互訪問】 
 少年時代から是非一度はやってみたいと

思っていたのは、他の DXer のシャックに

お邪魔することであった。他の DXer がシ

ャックをどのようにレイアウトしているの

か、どんな機器を持っているのか、アンテ

ナはどのようにしているのか、ベリはどん

なところを所有しているのか、それ以外に

どんな工夫をしているのか･･･とても興味

がある。残念ながら少年時代は BCL でそこ

まで親しい友人ができず、その願望は実現

できなかったのである。 ポータブル不朽の名機、ICF-2010 
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 復活して幸いにも多くの方と知り合えた

ので、今度は図々しくいろいろな方のお宅

をお邪魔させて頂くことができた。探すと

自分の近隣にも DXer は住んでおられるよ

うである（同じ市内にはまだ見つけていな

いが）。 

 そもそも中波放送は国内という近距離に

向けられた放送である筈なのに、遥か遠く

の日本で聞こえるというところに言いよう

のない不思議とロマンを感じるのだ。丁度

小学生だった自分が初めて短波で北京放送

を聞いて「外国の放送が日本で聞こえるの

か！」と驚いて感激したときぐらいのイン

パクトを感じているのだ。それとひとつの

チャンネルで複数の放送が同時に聞こえる

という不思議、しかも長いフェーディング

の周期の中で、ある瞬間には国内放送が勝

ち、また次の瞬間には DX 局が国内局を打

ち負かすという不思議である。 

初めてある方のシャックにお邪魔した時

はやはり感動した。見るもの全て珍しく、

非常に刺激を受けた。その方はリグはクー

ガー2200 と ICF-2010 を持っておられたが、

それに刺激され結局自分でも入手してしま

った。同じくアンテナは自作のループアン

テナとフェライトバーアンテナを使ってお

られたが、それも大変参考になった。自分

も絶対に作ろうと刺激を受けたものである

（ループは 2 台作成。フェライトバーアン

テナは 2003 年 12 月現在未完成）。 

 もともと MWDX に興味がない訳ではな

かった。中学時代にもアジア、オセアニア、

そして北米、ひいては LA などの放送を聞

いている DXer を凄いと思ったし、自分も

聞いてみたかった。しかし当時の自分はル

ープアンテナも持っていなかったし、どう

せうちでは聞こえないだろうと思ってトラ

イしようとも思わなかった（いや、トライ

したのかもしれないが、ダメだったのであ

っさり諦めたのかも知れない）。 

勿論シャックは自分だけお邪魔するので

はなく、自分のシャックも見て頂くように

している。私のところでもきっと何かみる

べき点はあると思うし、基本的に何でも見

て頂いている。このようにしてこれまで数

人の方のシャックにお邪魔したが、どなた

のところへ行ってもいつも楽しく、必ず発

見や学ぶこと、そして刺激がある。 
 そんな自分が復活して 1 年経ってから

MWDX をやろうと思ったのは、ループアン

テナ ALA-1530 を買ったことが直接のきっ

かけだった。元々は短波 DX 用のつもりだ

ったのだが、せっかくループを買うのだか

ら頑張って中波も聞いてみようと思ったの

である。それを見越してアンテナを買った

直後にローテーターも購入した。設置には

思いの外時間と労力がかかったが、出来上

がってみると楽しくて意味もなくクルクル

回したりして自己満足に浸っている（笑）。 

これからも可能な限りいろいろな方のシ

ャックを拝見したいと思うし、私のシャッ

クもいつでもウェルカムなのでお越し頂き

たいと思っている。 
 
【MWDX】 
 2001 年秋より DX の対象として MW を

聞くようになった。自宅でフィリピンやオ

ーストラリアの中波局が聞こえると、ワク

ワクしてくる。すっかりその魅力に嵌って

しまった。 
 いま一点、私を MWDX に駆り立てたの

ものは、時間的制約というやむを得ぬ事情
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であった。仕事の関係でどうしても帰宅が

遅くなる。午前０時以降に聞けるジャンル

は何かと考えてみると、その一つに中波が

あるということに気がついた。確かに中波

は深夜や早朝の時間帯でも聞ける。 

オーストラリア 558kHz、４AM のレター 

 さて肝心の MWDX の成果だが、2 年経っ

てそれなりにいろいろなところが受信でき

た。例えばフィリピン、北米でそれぞれ 20
数局、オーストラリアで 10 数局、その他近

隣諸国を合わせるとMWDX計で60～70局

くらいといったところだろうか。 
MWDX をするに当たってのそんな自分

の今の悩みは、MWDX に関する情報源が殆

どないことである。DXer 自体の数が少なく

更に MWDXer の数は極めて少ない。「短波」

誌全盛の頃は国内にも相当数の MWDXer
がいた。しかし今はもう殆どおらず、どん

なところがいつ頃聞こえるのかという受信

ノウハウがないのだ。恐らく上記近隣諸国

以外にも、かなりの数の局が聞こえるので

はないかと思われる（例えばインドネシア

とかサイパン、グアム、ハワイ、中東とか

ヨーロッパとか）。しかしながらまだ「模倣

DX」しか出来ない自分としては、ほんの少

人数の DXer が Web 上に公開されているわ

ずかな情報しかない中で、手探りで探さざ

るを得ないのである。あとは昔の「短波」

誌、「DX 年鑑」くらいか。 
2 年前に始めた時は夢の夢であった北米

中波（TP）局受信もお陰様で 20 局あまり

も受信できたのである。 

米オレゴン州 1190kHz KEX のレター 

 これから短波 DX が衰退せざるを得ない

中で、MWDX は難しいものの長く取り組め

るジャンルであろう。長く付き合っていき

たいと思っている。 
 
【ぺディションの楽しみ】 
 ぺディションについては、これまで自分

MY BCL LIFE 34



のサイトのぺディションレポートや日記で

も語ってきたが、改めてその魅力を語って

みたい。ぺディションは余りにも楽しく、

自分にとっては至福の時である。 
まず DX 的な面で言えばノイズの少ない

ロケーションで、100m を超えるアンテナ

を張ることができる。当然その結果は素晴

らしいものとなり、反動で家で頑張って聞

いているのが虚しくなるほどである。 
次に受信時間の制約の無さ。自宅だと家

族がいるし、ずっとラジオ漬けという訳に

はいかない（時々やるが･･･）。しかしぺデ

ィションではいくら聞いても誰も文句を言

う人は無く、夜遅くまで起きていて、或い

は朝早く起きて思う存分聞きまくれる。 
もちろんペディションはラジオを聞くこ

とが第一目的であるが、仲間同士のコミュ

ニケーションも、もう一つの大きな目的で

ある。普段我々BCL は BCL について語る

相手がいない。自分の奥さんに熱く語った

ところで、冷たい視線が返ってくるだけで

ある（笑）。まあもっともこれだけネット社

会になると、BBS とかメールとかチャット

とかオンラインでのコミュニケーションは

日常的に行っているが･･･。しかし我々（少

なくとも私）はオンラインのコミュニケー

ションだけではやはり満足できない。断片

的な会話ではなく、Face to face で徹底的に

語りたかったりもするのだ。もちろんオフ

会で飲みに行くのもいいのだが、一旦話し

出すともう止まらない。飲み屋で語る時間

では十分ではないのである。いつも後ろ髪

を引かれながら帰途に着く･･･そうではな

くて、夜を徹して語りたいのである。ペデ

ィションはそんな欲望を満たしてくれる。 
そんなペディションに少年時代から憧れ

たが、ついぞできぬままに少年時代 BCL 期

を終えてしまった。その昔、旧 B 連の「Hz」
や「短波」にはよくペディションのレポー

トが掲載されていたが、それは読むだけで

楽しくそして羨ましく、何度も読み返した

ものである。自分もやってみたかったのだ

が、周囲に一緒にやれる友達もなく、さり

とて単独で実行する気概もなく、夢のまま

に終わってしまったのである。 
それだけに復活後やっとできるようにな

ったのは、何とも幸せなことであった。そ

して可能な限りそうした機会を数多く設け

たいので、私は自分で必要な道具を揃えた。

いろいろと工作をしてアンテナや分配器、

プリアンプなどを作ったのも、実は他人に

依存せずに自分の好きな時にいつでも行け

るようにしたかったからであった。 
またペディションに行くのに余り遠かっ

たりお金がかかったりしては、しょっちゅ

う行くことができない。そこで気軽に行け

る場所を探して、家から車で 40 分ほどの茅

ヶ崎の県営キャンプ場をメインの場所に選

定した。中学時代に密かに「ここでやって

みたい」と思った場所が、実はここだった

のである。無料で使えるキャビンと 200m
クラスのアンテナが張れるという点で、ベ

ストではないものの自分的にはまずまず満

足している。 
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茅ヶ崎柳島キャンプ場のキャビン 

茅ヶ崎は決して田舎ではないので、もの

凄くロケーションが良いとは言えないと思

う。本格的にド珍局を狙うのであれば、や

はり外房や東北などに行くべきであろう。

しかしそれでも住宅地に比べれば、ロケー

ションはかなり良い。海の目の前という要

素も大きい。こうした場所をもう少し増や

したいのだが、残念ながらそうした場所は

余り多くない。モービルワッチならどこで

もできるのだが、できることならば酒も飲

みたいしゆっくり眠りたいものである。そ

うすると今度はテントを買って、バッテリ

ーを電源としてラジオを聞く･･･そんなこ

とにもなっていくかも知れない。ペディシ

ョンの魅力、まさに奥の深い底なし沼とい

った感じである。 
 
【BCL と工作】 

BCL を復活して一年が過ぎた頃から、工

作の道にはまり始めた。リグはもはや自作

などしようがないが、アンテナを含めた全

ての周辺機器は自作が可能だからである。

マニアック過ぎて市販されていないものも

あるし、あったとしても少量生産のせいか

全般的に高価なものが多い。BCL である以

上メカには強くありたい。そもそも作るの

が好きであったということもある。幸い周

囲にメカに強い方がおられて、いろいろ親

切にアドバイスして下さったので、少しず

つこの道に入っていった。 

 
アンテナ 2 分配器 

一番最初に取り組んだのはアンテナの 2 分

配器。これなどは部品代だけだと 1,000 円

少々である。市販品は確かに性能も良いの

かも知れないが、その 10 倍程度の値段であ

る。ケースの穴あけなど少々面倒だが、製

作自体は決して難しいものではない。お陰

様で無事完成することができ、この成功で

すっかり気を良くしてしまい、少しずつ深

みにはまっていくことになる。 
次に取り組んだのは中波用の同調型シール

デッドループアンテナである。これなどそ

もそも市販されていない。これに関しては

実際に前述の設計者のお宅までお邪魔し、

実地でご指導願った。殆ど初心者の自分に 
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中波ループ用アンテナコントローラー プリアンプ 

はなかなか難しく、実際には作って頂いた

ようなものである。そして途中失敗はした

ものの、お陰様で完成させることができた。

このアンテナは後述する中波用プリアンプ

と組み合わせると、私が使用している

ALA-1530 と同等の性能を発揮する。一旦

ループアンテナを完成させることができた

ので、次に短波用のループアンテナを作る

のは非常に楽であった。 

その自信の芽を確信に変えていったのは、

中波用プリアンプを完成させたことである。

上記プリアンプと異なり周波数帯は中波専

用であり、ゲインも 30dB とかなりハイゲ

インなアンプである。こちらも設計者の方

に一方ならぬアドバイスとご協力を頂戴し

たが、1 回の失敗の後 2 回目で完成させる

ことができた。これなどは部品点数もかな

り増えたし細かいパーツもあって、昔なら

とても作ることはできなかったであろう。 さて、私にとって一番勉強になったのは、

プリアンプの製作であろう。何故なら何度

も失敗し、やっと完成させることができた

からである。回路図から部品を拾い出し、

そしてそれをどう配線していくかを勉強し

たのである。もっともこれは自分ひとりで

はできず、結局近隣の DXer 氏に指導を仰

ぎに伺ったり、メールで教えてもらったり、

最後は親切な仲間が実物を送ってくれたり

までした。ここまでやって、都合 4 回失敗

してやっと完成したのである。時間もかか

ったしさすがに途中で嫌にもなりかけたが、

ここを乗り切ったのは大きかった。大いに

自信がついたからである。 

 
中波帯専用プリアンプ 

こうなってくると一種の好循環で、成功

する→自信がつく→次のものを作る→成功

する･･･というループができてくる。従って

その前後にアンテナ 4 分配器も作ったが、

こちらも 1 発で成功。ヘッドフォンセレク

ターの製作にも取り組んだが、こちらも試
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行錯誤をしながらも何とか完成させること

ができた。 

 
部品購入のため足しげく通うラジオデパート 

こうやっていろいろ作っていく過程で、

工具も少しずつ増えていった。半田ごては

3 種あるし、穴あけ作業効率化のためにシ

ャーシパンチや電気ドリルも購入した。今

ではこれらを使って効率的に作業を進める

ことができる。これからも少しずつ工具は

増えていくであろう。 
いろいろ書いてきたが、自分がこのよう

に工作において成功し自信を持つことがで

きたのも、周囲の親切な皆さんのお陰であ

る。改めてここに感謝の意を表すと共に、

今後自分は他の方にそれをお伝えしていく

ことで少しでも恩返しをしたいと思ってい

る。 
 
【北米中波 DX】 
北米中波 DX についてもう少し詳しく触

れてみたい。北米中波 DX は小中学生時代

の俺にとっては、憧れの受信ジャンルであ

った。何故中波放送が、しかもはるか太平

洋を越えて聞こえるのか不思議だったし凄

いと思った。しかしなかなか聞こえないだ

ろうし、聞こえたとしても極めて微弱で ID
が取れるか取れないかだろうと思っていた。

初めから諦めていてチャレンジしたことも

なかった（或いはチャレンジしたかもしれ

ないが、早々に断念したのかも知れない）。

ところが復活してからその道の先輩に話を

聞くと、そこそこ聞こえるようである。そ

の方は同じ神奈川県だし、受信設備も

ALA-1530＋AR-7030 で全く同じであり、

受信できない筈がないと思い始めた。実際

にその方と 2002 年 3 月に三浦半島観音崎

でミニペディションをやったときは、状態

は良くなかったが数局入感していた。そこ

で 2002 年秋～少しずつ狙い始めた。一番受

信しやすいのはアラスカだと聞いて、まず

は 780kHZ KNOM と 850kHz KICY から

聞き始めた。この 2 局は狙い始めて間もな

く受信確認することができた。今でも

KNOM の ID を聞いたときの感動は忘れな

い。同じくアラスカの 650kHz KENI も受

信できた。 

780kHz KNOM (Nome,Alaska)のベリ 

ただ確かにアラスカも北米局なのだが、

やはり北米といえば本土の局を聞かないと
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北米と言えないような気がして、その後は

本土、特にカリフォルニア州の局を集中し

て狙った。そして 11 月のある日、TP 方面

が開け 1500kHz 台を中心として、英語放送

が聞こえまくった。これだ！と最も強かっ

た 1550kHz に集中する。信号も決して微弱

ではなく、S3 くらいはある。しばらく ID
が出るのを待っているとついに KYCY の

ID が出る。これには思わず「やった！」と

大声を出してしまい、家内がギョッとした。

アラスカ局を受信した時以上の感動だった。

20 数年の時を越えて、やっと受信できたの

だから。 
一旦受信できてしまうと、慣れというも

のは間違いなくあるように思う。「北米中波

は聞こえないもの」から「聞こえるもの」

に、大きくパラダイムが変わるのである。

そしてその日を皮切りに一層 TPDX に集中

しだし、この年の秋～2003 年の 3 月までは

DX の中心は完全に TPDX となった。TPDX
は時期を選びコンディションさえ良ければ

（もちろん一定以上のファシリティやロケ

ーションは必要）、決して難しくはないので

ある。私は同じ MWDX でもフィリピンや

オーストラリア局の方が受信が容易という

先入観があったが、これは全然当たってい

ない。むしろその逆でさえある。むしろ時

間帯が無理のない時間帯(20～23 時くらい)
にできる、馴染みのある英語での放送であ

ることは非常に好都合である。更に良いの

は 10kHz セパレ-ションなので国内局・近

隣諸国局に完全にカバーされてしまう確率

は低い。選択度の良い受信機を用いて

LSB/USB で受信すれば分離可能である。し

かも日本でいう中波オフバンド(1600kHz
台)にも放送が出ているので、ここでは基本

的には混信がない。そうやって考えると非

常にとっつきやすいとも言える。しかし反

面難しいのは、これは北米に限らず中波 DX
全般であるが、ID が出るまでコンディショ

ンがもたないことである。確かに正時頃に

は ID が出ることが多いが、その前にフェー

ドアウトしてしまうこともままある。それ

でも苦労の甲斐があって、随分多くの TP
局を確認することができた。これから何局

受信できるだろうか。今から楽しみである。 
 
【モービルワッチの楽しみ】 
  モービルワッチもすっかり自分の中で

定着したワッチスタイルである。これにつ

いても一言語ってみたい。 
 実を言えば私は元々はモービルワッチに

対して、大して期待をしていなかった。確

かに私の自宅の環境は都市化が進み悪化し

つつあるのだがそれでもまだ良い方であり、

モービルワッチをしたからといってそんな

に大きな差はないであろうと想像していた

からである。やるのであればそれこそ外房

とか東北太平洋岸まで行かなければ、それ

ほどの成果は生まれないだろうとタカをく

くっていたのである。しかしその考えはた

ったの 1 回で根底から覆されてしまった。

結論から言う。「これはすごい！」。 
 都市型ノイズは侮れない。あるところと

ないところの差は全くもって甚大である。

そしてそのノイズの少ない場所は、房総ま

で行かなくとも家の近所でも発見できるの

である（これは住んでいるところにもよる

が）。そして車であれば確実にその場所に陣

取ることができるのである。 
 次にアンテナである。私はかつては RF 
Systems の T2FD を、そして現在は
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Wellbrook の ALA-1530 ループの２つのア

ンテナを使用してどちらも非常に素晴らし

い成果を生んできたが、モービルワッチで

張るアンテナはこれらを完全に凌駕する。

都度設営・撤収するのは大変だが、それで

も 100ｍとかそういったレベルのアンテナ

が張れる（勝手に張ってしまうのであるが

－笑）のである。 
 「好ロケーション＋優れたアンテナ」で

成果が生まれないはずはない。実際にこの

道の先輩に初めて連れて行って頂いたモー

ビルワッチで、早くもそれを体感してしま

ったのだ。私は ID をとり損ねたが、のっけ

から 120mb のメキシコ局（2390.08kHz 
R.Huayacocotla）を受信したのである。こ

れには仰天してしまった。決してコンディ

ションが良いとは思えなかった日にである。 
 もちろん「好ロケーション＋優れたアン

テナ」はペディションで実現できるのだが、

ペディションに行けるのは年にせいぜい数

回である。時間もお金もかかるし、そうや

すやすと行く訳にはいかない。しかしモー

ビルワッチなら年に数回ではなく、月に数

回行っても大丈夫である。 
 これらの素晴らしさに今更ながら気づい

てしまった私は、いつでも自分の好きなと

きにモービルワッチができるように急速に

道具を揃えた。以下は先輩の真似をして私

が揃えたグッズの一覧である。 
  
１．バッテリー：初回のワッチのときは車

のバッテリーから直に電源を取ったので、

バッテリー上がりにならないかとヒヤヒヤ

したものである。そこでまずこれを入手す

ることにした。日本電池の PC6100 という

14V のものであったが、残念ながら既に製

造中止であり、メーカーに問い合わせたが

いわゆる後継機種は発売されていないとの

ことであった。どうしたものかと思案して

いたら、ネットで検索したら運良く見つか

った。ネット通販の現金問屋で 4,500 円と

いう破格値で入手。これから手に入れよう

という方は、こういう現金問屋とかホーム

センターとかで流通在庫を狙うのが得策か

もしれない。 

PC6100 
２．アンテナ：先輩の真似をして 100ｍの

電線を買ってきた。私のは 0.75mm という

規格のもので 1,700 円であった。これに巻

き取るためのボビン(600 円)が加わる。 
３．シガーライター用電源コード：PC6100
にはシガーライターソケットが 3 口ついて

いて、ここに接続することになる。市販さ

れているのかどうか知らないが、私は自分

で作った。秋葉原でφ2.1 のコード付のジャ

ックとシガーライタープラグ（ヒューズ入

り）を買ってきてはんだ付けした。 
４．バラン：エレメントとしてのワイヤー

からフィーダーとしての同軸ケーブルにつ

なぐときにインピーダンス変換を行って、

利得を損失しないようにしなければならな

い。これは別の DXer の方にアドバイスを

頂戴して、9:1 のものを作成した。 
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自作 9:1 バラン 

５．アンテナ２分配器：これは今年に入っ

てやはり別の DXer の方にご指導頂いて作

ったもの。２人でやるときには必携である。 
６．プリアンプ：これもいろいろな方にご

指導頂いてやっと完成した。アンテナを分

配した際にロスした利得を補完する。 
７．懐中電灯：車内は真っ暗であるが、リ

グや MD を操作したりログを書いたりと暗

い中では難しい作業も多い。しかしルーム

ランプをつけっぱなしにするのもバッテリ

ーが心配なので（＆目立つ！）、懐中電灯を

使用するのが良いようである。 
８．アンテナ線を潅木に引っ掛ける棒：短

い物干し竿の先に針金で細工をして、写真

のようなものを作成した。 

引っ掛け棒 

  良いことばかりを書いたが、苦労も存在

する。一番気になるのは「怪しい」ことで

ある（笑）。夕方から車の中で一人ヘッドフ

ォンをつけて何かを聞いていれば、これは

誰が見ても怪しい。警察に通報されても文

句は言えない。工作員に間違えられても仕

方ない。それから安全面の問題である。や

はり人里離れたところに行くので、非常に

物騒である。襲われたら大変である。いつ

もと言うわけには行かないが、なるべく２

人以上で行った方が良いだろう。 
 さあ、このように私に新しい喜びを教え

てくれたモービルワッチを、来年は何回楽

しめるだろうか。今からワクワクしていて

どうしようもないのである。 
 
【DX in Las Vegas】 

2003 年 3 月に商用でアメリカ、ラスベガ

スに行った。丁度 TPDX を始めて夢中にな

っていたときだったので、絶対ラジオだけ

は持っていこうと心に誓っていた。ただア

ンテナとか特別なものを持って行く訳にも

いかないので、お供はバーアンテナ内蔵の

ICF-2010 に決定した。 
ラスベガスまで待ちきれず、トランジッ

トで経由したロサンゼルスで早速聞き始め

た。これだこれだ！北米中波だ！聞こえる

のが当たり前の北米中波局が SINPO オー

ル 5 状態で聞こえるのに狂喜する。日本で

つい先日受信した 1650kHz KFOX の韓国

語が克明に聞こえる。 
その日の夕方にラスベガスに到着し、フ

リーになった夜から聞き始める。まずは在

ラスベガスの 50kW クラスのローカル局で

ある。実に当たり前だがガンガン聞こえて

嬉しい。8 日間滞在するので、少しずつ録

音を始める。そう、可能な限り録音して後
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日レポートを書こうという算段である。 

ホテルでの受信光景。リグは ICF-2010 

聞こえて当たり前の中波だったが、短波が

さっぱり聞こえない。やはりホテルはシー

ルドされているので良くないのか。しかし

これほど聞こえないとは･･･ そんな風に

嘆いていたが、しばらくすると R.Japan や

ラジオたんぱはちゃんと受信できた。更に

聞こえないという泣き言を米国在住の

DXer 氏にメールで送ったらすぐに返信を

くれて、こことここを聞いてみるといいと

いろいろ教えてくれる。日本では余り聞か

ないが米国の短波で放送を行う宗教局であ

る。可能であれば LA 短波局が聞けないも

のかと、2010+ワイヤー(ビニル線)をもって

野外受信を試みようと思ったが、さすがに

いきなり異国の地でやる度胸はなく、それ

は夢に終わった。次回の課題である。 
受信以外にも折角アメリカに来たのだか

らと、この機会にこちらでしかできないこ

とをいろいろとやる。一つは書籍を買うこ

とである。渡米直前に、以前から探してい

た受信機の解説本「Radio Receiver Chance 
or Choice」という本を Amazon.com で発見

したのである。そしてその売主は国外には

発送しないとしていた。これぞ千載一遇の

チャンスである。ならば滞在するホテルに

送ってもらえばいいではないか。売主はき

ちんと代金さえ受け取れればどこに送ろう

と問題ない筈である。そんな交渉をメール

のやりとりで済ませ、いざ現地で受け取る。

こうして欲しかった書籍を無事手にするこ

とができた。 

RADIO RECEIVER Chance or Choice 

もう一つの現地ならではの行動は、現地の

ハムショップに行くことである。日本より

は BCL が盛んな筈だし、思わぬものも手に

入れられるかもしれない。そんな気持ちで

こちらも渡米前に調べておいて、オフにな

った日に早速訪問した。アメリカは地図で

は近く見えても、実際には結構遠かったり

する。この店も市内にあったのだが、バス

を乗換えていく。行ってみるとそれなりに

立派な店構えだった。大きいとまでは言 
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Las Vegas で訪れたハムショップ AES 

えないが通販もやっているようで、電話で

の注文を受ける店員が忙しそうにしていた。

とは言えやはりアメリカでも BCL はマイ

ナーである。BCL 用のものは特に置いてい

ない。気を引いたのは雑誌 Monitoring 
Times。以前通販で買おうかなと思ったこ 

 
Grove より発刊されている Monitoring Times 

ともあり興味があったので、迷わず最新号

を購入。それと最近ヘッドフォンが壊れて

しまったのだが、それの代替品はアメリカ

で買った方が若干安かったのでそれも購入。

お金を支払う際に「日本から来た」とか「北

米中波をきいている」などと店員に話し掛

けてみる。「そうですか」とそれなりに聞い

てくれるが、MWDX はこちらでもメジャー

ではないのか、関心は今ひとつのように思

われたので、それ以上突っ込むのは諦める。 
帰国の飛行機では、溜まった受信音を聞い

てレポートを書き始める。中波局 10 通＋ラ

ジオたんぱの計 11 通を出す。さあ何通返信

が来るかと楽しみにしていたが、蓋を開け

てみると来たのはわがラジオたんぱと

680kHz KNBR(San Francisco)と 770kHz 
KKOB（アルバカーキ）の合計 3 通だけ。

これにはガッカリであった。 

 
1070 Los Angels の KNX のベリ 

でもまた海外に行く機会があったらラジ
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738kHz 琉球放送のベリカード 

オを持って行きたいし、現地でしかできな

いことをいろいろとやってみたいと思って

いる。 
 
【国内中波 DX にはまって】 
 2003年 6～10月に国内中波DXにはまっ

た。元々は海外中波を聞こうと思っていた

のだが、国内局の混信でよく聞こえない。

そこで国内局が出ていない時間を選んで聞

いてみようと考えた。つまり本来の目的を

達成するのに「敵を知る」ために、放送時

間をいろいろ調べていたのであった。とこ

ろがそのうちにその「敵」自体に関心が移

ってきた。「この局はどこの局なのだろう」

と。そうしているうちに、国内局でも受信

の難しそうな局にはトライしてみたいと考

えるようになった。難しいところ－距離的

には沖縄である。そこでまずは沖縄にター

ゲットを絞ってみた。  次に 864 であるが、同波には国内局だけ

で 6 局も出ている。時間帯を選んで聞かな

いと、完全にブロックされてしまう。そこ

で他局不在の時間がないかどうか調べるた

めに、「ラジオ番組表」を買ってくる。とこ

ろが何を見間違えたのか同局が単独になる

時間帯はないものと思ってしまい、混信が

最小になるであろう放送終了時に狙ったが、

ナイターの影響もあってか国内局だらけで

あり、影も形も拝めなかった。 

 沖縄には２つの中波局が存在する。738
の琉球放送と 864 のラジオ沖縄である。ど

ちらも他の国内局と混信するチャンネルだ

が、738 の方が混信が少ないのでまずはこ

ちらから狙ってみた。このチャンネルは北

日本放送の方が強力でカバーされてしまう

ので、同局のいない時間を狙うしかない。 
そうすると必然的に日曜深夜（月曜未明）

の放送終了時に限定される。ということで

1:30 前に狙ってみると、国内局はいないが

KBS が強力に居座っている。しかし耳を澄

ますと･･･その裏で弱々しく日本語が聞こ

えてくる。そしてまもなく終了音楽と ID が

出て同局であることが確認できた。嬉しか

ったし、ちょっとした DX 局が受信できた

喜びがあった。 

 そこでもう一度「ラジオ番組表」を眺め

てみると、同波で一番最初に開始する局は

ラジオ沖縄だったのである。そう、同局単

独になる時間帯があったのである。そこで

放送開始時にリトライすると、4：50 の放

送開始に先立って 4：44 から民謡が流れ、

もしかしたらと構える。しかし S3 と強力な

ので、同局ではないのではないかと思って
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ID を待つ。するとまもなく同局のコールサ

インと ID が流れる。これには驚いた。何だ、

あっさり聞こえるじゃないか－そう思って

いた次の瞬間、4：52 には同波の他局のキ

ャリアが出てきて、ラジオ沖縄はあっとい

う間にカバーされてしまった。ということ

でラジオ沖縄は聞こえるが、そのチャンス

は一週間でたった 8 分間である。 

864kHz ラジオ沖縄のベリカード 

しかし実は受信が最も難しいのは沖縄で

はなかった。そう、障害は「距離」よりも

「混信」なのであった。関東地方で受信が

困難なのは、九州の 4 局－宮崎放送、熊本

放送、長崎放送、大分放送－である。この

4 局を総称して私は「九州カルテット」と

名付けたが、これがなかなか難物である。 
周波数表を眺めるとすぐ分かるのだが、九

州と東北の 5kW 局は同一周波数を使用し

ている。936 は宮崎と秋田、1197 は熊本

（10kW）と東北ではないが北関東の茨城、

1233 は長崎と青森、1098 は大分と福島と

いった具合である。要は少ない周波数を混

信しないように有効活用しようということ

なのだろうが、関東では概して東北局が強

く、九州局は時間がずれない限り潰されて

しまう。それがこのカルテットなのである。

そのことに気付き俄然ファイトが沸いてき

て、このカルテット制覇の挑戦が始まるこ

とになった。 
その中でも一番受信しやすかったのは宮

崎だった。これはライバルが秋田だけなの

で、これに混信して弱く聞こえてくること

がある。0時に正時の IDが取れてまず 1局。 
次は熊本。この局は日曜深夜の終了が茨

城よりも遅いので楽勝かと思いきや、北海

道の STV ラジオが強くて結構聞こえない

のである。それでも 1:30 の終了アナウンス

は聞き取ることができた。これで 2 局。 
やはり難しいのは長崎、そして大分であ

る。長崎は信号が弱く、kW に満たない和

歌山にすら負けそうである。おまけに 1242
のニッポン放送のサイドが強い。キツかっ

たが、月曜朝の放送開始時に弱々しい開始

アナウンスを聞くことができた。 
そして最後に残ったのは大分放送であっ

た。この周波数はラジオ福島と信越放送が

一騎打ちをしている上に、更に KBS が参戦

してくるのだ。大分の付け入る隙はなく、

なかなか受信できなかった。時折それらし

き影は踏むが、ID までは行き着けない。し

かしここも月曜 5 時の放送開始時に大混信

の中、弱々しい開始アナをとることができ

た。ふぅーっ、これで制覇だ。 
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上段左：宮崎放送、右：熊本放送        

下段左：長崎放送 右：大分放送 
   

 自分が一番読んだのは、前にも触れたが

「最新世界の放送局ガイド」という本であ

った。この本は文字通り擦り切れるまで読

んだ。あまりに何度も読んだため、痛みが

激しくガムテープで止めたりもしたが、最

後はボロボロになってしまい廃棄せざるを

得なかった。 

国内民放中波 DX なんて海外 DX から比

べれば遊びだと思っていたが、なかなかど

うして長崎・大分は結構難易度が高いし、

どう攻略するか戦略を立て実行するのが面

白かった。既に成功した方のアドバイスは

「夕刻を狙え」であったり「カーラジオで

受信せよ（感度がいいらしい）」であったり

でなかなか面白かった。「ラジオ番組表」で

他局とぶつからない時間を探し出して受信

したりとか、それはそれは楽しいゲームで

あった。 
海外 DX だけをやっていると、コンディ

ションが悪かったり返信がこなかったりす

るとスランプに陥ってしまう。そう、確実

に返信が来るのも国内 DX のいいところで

ある。国内旅行をしているような気分にな

れるのも楽しみのひとつである。 
多くの方にお奨めしたい遊びである。早速

始めてみては如何か？ 
 
【BCL 書籍について】 
 BCL を復活して一番惜しまれたのは、そ

の昔毎月のように購入してバイブルのよう

に何度も読み返した BCL 書籍を全て処分

してしまったことであった。今から考える

と何というもったいないことをしてしまっ

たのかと、後悔の念で一杯であった。 
2003 年の今、世の中の書店では BCL 関

連の書籍は皆無である。これは何とも寂し

い。ここではそんな BCL 関連の書籍につい

て少し語ってみたい。 
 
■BCL 復活前 

 次に読んだのはやはり「短波」である。

毎月８日が本当に楽しみで楽しみで仕方が

なかった。必ず発売当日に書店に走ったも

のである。こちらも何度も読み返したりア

ンダーラインを引いたりしてりして、擦り

切れてしまった号もあった。 
 そして日本 BCL 連盟の会報であった

「Hz」誌。短波に比べると情報量は比べよ

うもないが、製作記事があったり、DX レポ

ートがあったりと、小粒ながらピリリと辛

い楽しい雑誌であった。中でもミーティン

グやペディションのレポートは読んでいて

楽しく、自分と同じ年代の BCL が生き生き

と活動している様子を見て、自分もその仲

間に入っていきたいと思ったものである。

（残念ながら近隣のミーティングの中では

嗜好が合う人もあまりおらず、「Hz」を羨

ましげに眺めるばかりであった。） 
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 最後に「DX 年鑑」である。私は 1980 年

版のみ購入した。何故なら 80 年でほぼ活動 

BCL に最高に燃えていた時に購入した DX 年鑑 1980 

を停止してしまったからである。これには

笑い話のような実話があるのだが･･･私の

悪筆に発する話である（私は実は大変な悪

筆である）。多分 80 年の後半 or81 年の話だ

ったと思われるが、一旦は停止した BCL 活

動を復活しようと思ったことがあったのだ。

そしてそのきっかけとして最近の状況を確

認しようと、DX 年鑑 1981 を書店に買い求

めに行ったことがあった。しかし店員に「紙

に書いて下さい」を言われ書いて差し出し

たところ「○×（マルバツ）年鑑･･･です

か？」と聞き返されて、恥ずかしいやら腹

が立つやら（そんな名前の本ある筈ないだ

ろ！）で、「あ、もういいです」とあっさり

帰ってしまったのである。あの時自分が短

気を起こしておらず、じっくり探して取り

寄せてもらっていれば人生は変わっていた

かもしれない。  
■BCL 復活後 
 さて復活後であるが、もはや BCL 関連の

書籍などというものは世にはなかった。し

かし探したり取り寄せたりすることによっ

て、数冊の書籍を入手することができた。 
洋書では定番「WRTH」と「PWR」を毎

年買っている他、バックナンバーも両方合

わせて 20 冊近く入手した。しかし英語の本

というのはじっくり読むという気にならず、

一度ざっと目を通すと、ほとんど本棚のオ

ブジェと化してしまう（笑）。やはり日本語

のものが読みたい。以下は BCL 復活後入手

できた、数少ない BCL 関連書籍である。 
「世界を聴こう－短波放送の楽しみ方」

は小さな本だが良くまとまっており、何度

も読み返した。ただし 93 年出版なので復活

時点（2000 年）でも、かなり内容的には古

くなってしまっていたのは否めない。 
同じ新コロナシリーズの「電波で巡る国

ぐに」は 2003 年春に購入した。この書籍の

存在自体はかなり前から知っていたのだが、

ノウハウ本でない BCL 書籍の面白さとい

うのがピンと来ずに、買わずにいたのであ

る。しかし今年になって、実は BCL の楽し

み＝日常を描いた本はそれ自体面白いもの

ではないかと思い直して取り寄せて読んだ

ところ、まさにその通りで、早く購入しな

かったことを後悔した。その後どうなった

のか、続きを読みたいところである。 
「BCL 実践ハンドブック」と「ワイドバ

ンド受信ガイドブック」は、秋葉原のロケ

ットでデッドストックを見つけて購入した

もの。現存する書籍としては最も新しいが、

それでもそれぞれ 95 年、97 年の刊行であ
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り、内容も古くなりつつある。しかし BCL
ブーム後の動きや最近の BCL 界の概況を

知る意味でも、この 2 冊には大変お世話に

なった。  
このように書籍を求めて古本屋、ハムフ

ェア、Amazon.com、ネットオークション

などでいろいろと探した。そんな苦労のか

いもあって、今自分の書棚には、次のよう

な書籍が収納されている。 
・ DX 年鑑１９８０～１９８３ 
・ 短波誌 9 冊 
・ 世界の放送局ガイド 
・ 最新世界の放送局ガイド 
・ BCL QA ハンドブック 
・ PWR1990～2003 
・ WRTH1978、1986～89、1995、1997、

2001～03 
・ 世界放送局めぐり 
・ Shortwave  Receiver  Past ＆ 

Present 
・ Radio Receiver Chance or Choice 
・ Buying a Used Shortwave Receiver 
・ BCL 実践ハンドブック 
・ 短波放送実践編 
・ 世界を聴こう－短波放送の楽しみ方 
・ 電波で巡る国ぐに 
・ BCL 用短波ラジオの作り方 
・ 日本短波クラブ創立 50 周年記念誌 
・ おとなの工作読本①ラジオ少年の時代 
・ Radioactive 
・ Callsign バックナンバー  
今後も BCL 関連の書籍が発刊される可能

性は高くはないだろう。とても寂しい。何

度も繰り返し読めるような、そんな書籍が

欲しい･･･ならば他人が書くのを待ってい

ないで自分で書いては？勿論書店で売るよ

うなものは作れないが、ネット上のバーチ

ャル書籍（PDF ファイル）だったら実現可

能である。 
そんなことを考えていて、遂にこの書籍

の刊行を実現することになった。本当に自

己満足以外の何ものでもないのだが、同じ

ように BCL 書籍がないのを寂しいと思っ

ている方がおられたら暇つぶしにはなるだ

ろう。是非最後までお付き合い頂きたい。 
 
【BCL 書籍を探して】 
 冒頭で触れたように、私が BCL に出会っ

たのは小学校 5 年生のときである。北京放

送を偶然受信したのが一番最初であるが、

これに先行して雑誌で BCL 関連の記事を

読んだのがそもそものきっかけであった。

小学校の図書室で「子供の科学」の中の記

事であったと記憶していた。BCL復活以来、

きっかけを作ってくれたその記事の内容で

あるとか誰が書いたのかとかを確かめたい

ものだと漠然と思っていた。そんな思いが

嵩じて、雑誌名と「ラジオを聞いてカード

をもらおう」というタイトルだったという

記憶を頼りに、ルーツ探しを始めてしまっ

たのである。 
 最初トライしたのは子供の科学の発行元

である「誠文堂新光社」にメールを出すこ

とであった。或いはバックナンバーを閲覧

させてもらえないかと思ったのであるが、

HP のご意見欄に問い合わせ内容を書いて

送ったにもかかわらず、残念ながら返信は

なしのつぶてであった。 
 そ こ で 次 に 古 本 探 し に 重 宝 す る

「easyseek」(http://www.easyseek.net/)の
ページで検索する。すると可能性があると

思われる 1975 年発行の号が出品されてい
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る。そこでこの出品者（古本屋）にメール

を書き、「掲載されていたら必ず購入するの

で」と、上記タイトルの記事が掲載されて

いる号がないかどうか調べてもらった。本

屋の方は調べて下さったが、結果は残念な

がら「該当なし」であった。あれ、75 年じ

ゃなかったか？それとも子供の科学じゃな

かったのかな？いずれにしてもモノが出品

されない限りここではこれ以上探しようが

ない。 
 最後に行き着いたのは公共の「図書館」

に行くことであった。ここなら今でも置い

てあるところが多いし、或いはバックナン

バーも所蔵している可能性がある。そこで

まず地元である神奈川県の県立図書館を調

べた。今の時代はあらかじめインターネッ

ト経由でそれぞれの図書館の蔵書を検索す

ることができる。検索結果によると県立図

書館は 2 箇所あるが、一応バックナンバー

を保有しているようである。しかし本当に

「子供の科学」だったかどうかも、また掲

載されていた号も分からない。そこでとり

あえず行ってしまった方が早いだろうと、

まずは桜木町にある図書館に出かけた。 
 このとき家族サービスを兼ねて同伴で行

ったのがまずかった。2 歳の娘がいては落

ち着いて本探しなどできない。館内のパソ

コンで少し検索して、どうやら自然科学系

の書籍はもうひとつの県立図書館である川

崎の方が充実しているようだと知ると早々

に立ち去って、みなとみらいの遊園地に行

く羽目になる。 
 そこで後日改めて、今度は一人で川崎図

書館に出かけた。早速司書の方に相談する

と、「雑誌のバックナンバーの保存期間は 1
年だけ。桜木町の図書館にそこそこのバッ

クナンバーがあるようだ。」と言われた。し

まった！やっぱり桜木町だったのか。しか

しよく聞くと 60 年代と 80 年代のものはあ

るらしいが、70 年代のものは桜木町にもな

いらしい。仕方がないので諦めて、とは言

えせっかく来たのだからと所蔵してあった

「BCL 用短波ラジオの作り方」他数冊の本

を閲覧して帰る。 
 こんな過程を自分の HP の Diary にアッ

プしておいたら、知人 DXer の T 氏がメー

ルをくれて、ご自身も関心があるとのこと

で調べて連絡をして下さった。それによる

と 70 年代を含めたバックナンバーは、東京

の都立図書館にあるとのことであった。そ

こで時間ができ次第、そちらへ行くことに

する。 

 
東京都立多摩図書館 

 梅雨の晴れ間を狙ってバイクを飛ばし、1
時間強で着いたのは立川にある東京都立多

摩図書館。着くやいなやすぐに司書の方に

希望図書を伝える。75 年でないことは分か

っているので、子供の科学だとすれば 74 年

が怪しい。そこで 74 年 1 年間のバックナン

バーを請求すると、数分後に出してきてく

れた。受け取るとすぐに目次を繰り始める。

12 月号から遡って 11、10、9 と見ていった

ところで、ついに見つけた。探していたあ

のタイトル「ラジオを聞いてカードをもら

おう」は 9 月号にあったのだ！ 
 慌ててそのページを開くと･･･間違いな

MY BCL LIFE 49



い、あの記事だ！自分を BCL ワールドに誘

ってくれた懐かしい記事と遂に再会したの

である。タイトルもそうだったが、内容も

大体自分の記憶の通りであった。わずか 3
ページの中にべリカードについて、受信報

告書の書き方、SINPO コードのつけ方、日

本向け日本語放送などが詰まっていた。 
 「これだこれだ！」とまずは懐かしく読

んで、そして今度はこれを見失うまいとコ

ピーサービスでコピーをしてもらう。落ち

着いたところで、誰がこの記事を書いたの

かを確認する。その人は･･･ああ、この方だ

ったのか！その方は何と「最新世界の放送

局ガイド」の著者の板橋聰光氏であった。

ということで自分の第一次 BCL 期は、全て

板橋氏にきっかけを作って頂いていたこと

がはっきりした。深く感謝する他ない。こ

うしてコピーを済ませ他の BCL 関連の書

籍を閲覧し、1 時間ほどで図書館を辞す。 
お蔭様で無事に探し物を発見することが

できたのだが、この一連の本探しゲームは

なかなか面白かった。特に図書館めぐりは、

こんな本もあるのかと驚いたし懐かしい本

にも出会えて大変面白かった。皆さんも懐

かしいあの一冊に出会いたければ、図書館

でお探しになることをお勧めする次第であ

る。 
参考：東京都立多摩図書館のホームページ 

http://www.library.metro.tokyo.jp/14/ 
 
【受信報告書を書くということ】 
 BCLの楽しみのひとつにベリカード収集

というものがある。各局ともにリスナーか

らの受信報告に対して確認のカード（レタ

ー）を発行してくれる。BCLブームの頃は、

リスナーの目的はこれであった人が非常に

多かったと言われている。そしてベリカー

ドを数枚集めたらそれで満足し、BCL から

離れてしまった方が多いようである。私も

ご多分に漏れず数局にはレポートを出して、

実際にベリカードをもらった。しかし私の

場合はその後の興味の対象は DX に移り、

ベリカード集めにはあまり執着しなくなっ

た。もちろん私とて欲しくない訳では無か

ったが、語学力の無い自分が放送内容を理

解しそれをレポートに書くことなどできな

いと思い込んでいたためであった。カセッ

トテープによる受信報告を受け付けてくれ

ないものかと真剣に悩んだものである。 
 しかし 20 年の中断を経て、様々な思い込

みを乗り越え、私は幸いにもどこの言語の

局でもためらわずにレポートが出せるよう

になったのである。 
 復活までの 20 年間で、英語だけは多少は

理解できるようになっていた。従って再開

後に早速英語放送に対してレポートを書い

てみようと思い、一番最初は VOA の

Special English に対して、しかもメールで

送った（何故かこれに対しては返信が来な

かったが･･･）。ということで受信状態の良

い英語放送を選んでレポートを出すように

なり、主要各国の国際放送のベリはかなり

集まってきた。 
 次に英語以外での放送に対してもレポー

トを書いてみようと思った。英語以外の言

語を勉強したのはスペイン語とドイツ語だ

が、共に挨拶レベルでとてもリスニングや

ライティングはできない。従ってこちらは

一生縁が無いものと考えていたが、ある日

ミーティングに出席したときにある方から

インドネシア RRIの地方局のベリレターを

見せて頂いた。非常に感心してどうやって
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聞き取ってどうやってレポートを書いたの

か、率直に質問してみた。するとその方は

「何を話しているかということは分からな

くて当然。自分も分からない。しかし出た

ID、また放送内容がどんなものであったの

か（話、スポーツ中継、音楽、歌）、アナウ

ンサーや歌手の性別、曲がかかったのであ

ればそのジャンルなど、『確認してもらう材

料』なら書ける。またレポートを書く際に

使用する言語は英語でよいところが多い。」

と教えてくれた。これは目から鱗だった。

なんだ、そんなので良かったのか！それな

ら俺にも書けるじゃないか。そう思って早

速チャレンジすることになった。 
一番最初にチャレンジしたのは Cyprus

の Cyprus B.C.。Cyprus にしたのに特に意

味は無く、たまたまその頃によく聞いてい

たので、そこに出したに過ぎない。使用言

語はギリシャ語である。そしてレポートを

英語で書いて送って返信を待った。本当は

Cyprus が第 3 国語での放送に対するベリ

取得第１号になる筈だったのだが、返信が

滅茶苦茶早かった R.Denmark（デンマーク

語）に抜かされ、第２号になった。これに

地中海ムード一杯の Cyprus B.C.のベリ 

自信をつけて、第 3 国語でも躊躇無く出せ

るようになった。 
次なる自分の先入観は「受信状態の悪い

局のレポートは出せない」というものであ

った。いわゆる DX 局は受信できても受信

状態が良くなくまた受信時間も短い。これ

ではレポートなど書ける筈がないと、最初

から諦めていたのである。しかしこれに関

しても、「短くても大丈夫」とのアドバイス

を別の方から頂いた。DX 局に対する初チャ

レンジは、今は無きSaipanの中波局KSAI。
受信状態も今ひとつだったししかも言語も

現地語が入ったりで、昔の自分ならばレポ

ートのレの字も思いつかないような局であ

ったが、これにも果敢にチャレンジして、

閉局前のベリを取得することができた。

KSAI のベリ。KFBS となっているのが残念 

それでは英語の通じない国に対するレポ

ートはどうすればいいのか？ここまでくれ

ば、さすがに自分も迷わなかった。「その国

の言葉で書くだけである」と。もちろん世

界的にも非常にマイナーな国の言語では書

き様が無いが、メジャーな国の言語であれ

ばレポートの雛型くらいは手に入るし、大

半の国はそれで使えるはずである。例えば

中南米であればスペイン語とポルトガル語、

アフリカであればフランス語である。これ

らの雛型は、日本 BCL 連盟の事務所にお邪

魔して、短波誌のバックナンバーをコピー

させてもらった。そうしてスペイン語のレ

ポートを書き、昨年初めて南極 R.Nacional
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に対して送ってみた。そしてその返信が

230 日後に届いた。南極の受信を確認して

もらったという嬉しさはもとより、スペイ

ン語レポートが何とか使えたということも

それ以上の喜びであった。 

秋葉原は私のワンダーランドである。歩

くだけで楽しい。もちろん何か買えればも

っと楽しいが。この街に初めて来たのは中

学 2 年の大晦日の日。父親に同行してもら

って、YAESU FRG-7 を買ってもらったと

きのことであった。それまで雑誌の世界だ

った秋葉原の印象はとてつもなく鮮烈で、

「すげー、こんなに沢山電気屋がある！」

と大変驚いた。まさに BCL ブームの真っ只

中であったので BCL をウリとするショッ

プがいくつかあり、FRG-7 も今はなきカク

タエックスワンで購入したのであった。そ

こには FRG-7 の他雑誌でしか見たことの

ない受信機がわんさと並べてあり（BCL ブ

ーム最盛期には近所のユニーにさえ BCL
ラジオは売られていたが、それはほんの一

部であった。実際にスカイセンサーはユニ

ーで買った。）に夢心地だった。まさにワン

ダーランドであり、「今日は帰りたくない

の」という言葉は、まさにこういう日のた

めにあるのであろう。 

南極 R.Nacional のベリ 
 もうひとつの工夫として 2002 年から始

めたことは、レポートに書ける要素がちょ

っと薄いなという局に対しては、受信音を

同封することである。その昔はカセットテ

ープしか考えられず、かさばるししかも 1
本数百円するし、その分送料も高くなるし

と大変だった。しかし今なら受信音を MP3
に変換して、FD（その後はミニ CD-R）に

入れて送るという芸当も可能である。最近

は専らこれを同封して、受信の証明をする

ようにしている（こう書きながら気づいた

のだが、音声ファイルだけはメールで別送

しても良いかもしれない。そうだ、それが

いい！）。 

その日を皮切りに中学時代に秋葉原は何

度か訪れた。そして BCL 中断とともに、秋

葉原とも疎遠になってしまう。その後 30 代

になって突如アクションバンドに目覚めた

時とパソコンの自作にはまった時に数回通

ったが、用が足りてしまうそれ以上は来な

かった。 
そして BCL を復活して、また改めてこの

街に通うことになる。受信機は近所のハム

ショップで買ってしまったのだが、実物を

いろいろ見たくてこの街にやってきた。近

所のハムショップレベルでは、さすがに

BCL用受信機まで展示しているところはな

い。見たいときはどうしても秋葉原になっ

てしまう。ロケット、富士無線あたりは必

 いろいろと入門者的なことも書いたが、

同じような悩みを持っている人は少なくな

いと思ったので、恥ずかしながら自分のこ

れまでの経験を書いてみた次第である。こ

れによってもう一度ベリカードを集める楽

しみを見出す方が出てきたら幸いである。 
 
【秋葉原を歩く】 
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ず立ち寄ってしまう。 

今なお大きな店舗を構えるロケットアマチュア無線本館 

展示してある受信機の種類が豊富な富士無線 

そうは言ってももはや受信機そのものの

種類が少ないのは残念である。そしてアン

テナ関係の小物とか、その他備品を買って

行くことが多い。ベランダへの取付金具、

ローテーター、同軸ケーブル、アース棒等々

である。またよく中古のリグとかが展示し

てあったりするので、これらのチェックは

欠かせない。それとデッドストック。実際

に既に製造中止になっていた NRD-535 の

オプション BWC ユニットはメーカー・流

通在庫がなく入手をを諦めていたら、運良

く T-ZONE で売られていたのを発見して購

入した。それから頻繁に立ち寄るのはラジ

オデパートと千石電商、秋月電子などのパ

ーツショップだ。受信機、アンテナが揃い

周辺機器に目が向いたところで、自分で作

ろうと思いパーツを求めてこれらの店を徘

徊し始めたのである。これらの店は何度も

訪問している間に、どの店のどの辺りに何

が売られているのかがインプットされてい

った。 
今歩いても楽しい街であり、ラジオも電

気工作もパソコンも好きな私は 1 日いても

飽きない。しかし秋葉原自体は家電の街か

らパソコンの街に、そしてアニメ・フィギ

ュアといったマニアの街に変貌を遂げつつ

ある。これから先どんな街になっていくの

だろうか。でも我々BCL が楽しめる街であ

り続けて欲しいものである。 
 
【インターネット】 
 20 年前と今とでの最大の変化は、給料を

もらうようになったということともうひと

つはインターネットの出現であろうか。当

時インターネットなどという便利なものが

この世の中に誕生して来るなどということ

は、想像だにし得ないことであった。20 年

前には本場 NDXC で、アマチュア無線を使

った「QSO ミーティング」というものが行

われており、リアルタイムで情報交換がで

きていいなーと憧れたものであった。もち

ろんこちらで聞こえるはずも無いし、そも

そも無線機も無かったし名古屋近辺の人だ

けに許された特権だなーと大変羨ましかっ

た。大体自分の情報源と言えば「短波」と

「Hz」に限定されており、しかも雑誌とい

う紙媒体であるという性格上リアルタイム

性に乏しく、そこに掲載されているのは最

新で２ヶ月くらい前の情報であった。当然

この間に状況は刻々と変化していき、例え

ば珍局がある一定の時期に聞こえたとして
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も、それがレポートされる頃にはもう聞こ

えなくなっているということはよくある話

であった。 
 そしてインターネットの出現はこれを根

本から覆した。情報を入手する際にインタ

ーネットの果たした役割は計り知れない。

そもそも復活のきっかけはインターネット

であったし、復活のために必要な情報のほ

とんどもインターネットから入手した。そ

してBCLなりDXを日々行っていく情報源

もインターネットである。アクティブな

DXer のホームページを覗くと掲示板があ

り、そこを見れば無料で、しかも基本的に

ほぼリアルタイムな情報を入手することが

できる。昔から見れば夢のような世界がそ

こにあった。 
インターネット～短波放送の存在意義を

脅かすという意味で BCL にとっては諸刃

の剣とも言える。しかしインターネット全

盛の世の中に逆らっても仕方がない。自分

達は恩恵は十分頂戴したいと思うし、情報

を発信する放送局側には、放送波とインタ

ーネットとを上手く共存させていって欲し

いと思う。 
 
【BCL ライフとパソコン】 
 多くの方がそうであると思うが、私にと

ってパソコンは BCL をやる上で必須のア

イテムとなっている。これがなくては殆ど

何も機能しないといっても過言ではない。

それではここで私の使用しているパソコン

及び周辺機器とその用途について語ってみ

よう。 
 まずパソコン本体は 4 年前に自作した

DOS/V 機である。4 年前なので CPU は

Celeron300Ａという既に過去のものだが、

使用に際しては余り不便は感じないのでそ

のまま使用している。メモリのみ今日的に

256MB にしている。次に周辺機器ではイン

ターネット接続用に、ルーター内蔵 ADSL
モデムが設置されている。プリンターは少

し前のモデルのインクジェットが 1 台ある。

そしてスキャナー、デジカメ、とまあこん

なところか。 
 これらの機器は、BCL をやるに当たって

フルに活用されている。まずは情報入手、

発信のためにインターネットが最大限利用

されている。 HP 作成に当たっては

Microsoft の Frontpage、それと PDF 作成

用に Adobe の Acrobat がインストールされ

ている。時々音声ファイルを作るために

Windows 付属のサウンドレコーダー、そし

てそれを mp3 にエンコードするのにはフ

リーソフトの「午後のこーだ」を使用して

いる。余り使わないのだが CD-RW ドライ

ブもついているので、レポートに同封して

CD-R で受信音を送ることも可能である。 
 デジカメは写真を送ったり掲載したりす

る上で欠かせないものになっている。これ

に加えて Vericard Gallery 用に、また書類

のデータをネットで送るためにスキャナー

を用いているが、これには大変重宝してい

る。オークションでわずか 1,200 円で買っ

たものでスペックもやや古いが、実際には

前オーナーは殆ど使用しておらずもちろん

完動だしとてもきれいだった。そして画像

はやや粗いもののまあまあ何とか実用には

なっているので満足している。 
 受信報告書等ドキュメント作成には

Word を使っているが、ワープロソフトが使

えるようになったというのは、昔では考え

られなかった大きなアドバンテージであろ

MY BCL LIFE 54



う。特にレポート作成を簡素化してくれた

功績は余りにも大きい。受信データの管理

には Excel を利用しているが、特にソート、

フィルタリングの機能は重宝する。もはや

Word、Excel のない BCL ライフなど想像

もできない。 
これらに加えて昨年は、受信機をパソコ

ンから制御するということを試みてみた。

使用したのは ERGO3 のデモ版であったが、

パソコンのデータをインプットしておけば、

それに基づいてリグがコントロールされる

というのは便利で興味深かった。メモリ管

理に関してより便利な機能を持ったアプリ

があれば導入してもいいかなと思っていた

のだが、NRD-535 はもう昔の機種であり残

念ながら見当たらなかった。ところが今年

に入って N88BASIC を使った簡単なプロ

グラムでメモリ管理を行うという話を、先

輩 DXer 氏のサイトでお伺いし詳しくお話

を伺ったところ懇切丁寧にご指導下さって、

その希望を実現してしまった。ほんの少し

試行錯誤があったがあっという間にできて

しまったのである。ソフトはフリー、クロ

スケーブルは既に持っていたので費用は一

切かからず。これで自由にメモリを追加し

たり削除したりソーティングしたりフレキ

シブルに対応できる。感謝することしきり

である。 
まだまだパソコンの力を借りられる余地

は大いにあるだろう。充実の BCL ライフの

ためにいろいろ研究していきたいと思って

いる。 
 
【V/UHF DX】 
 BCL を復活して半年ほどしてから

V/UHF DX にトライした。きっかけは BCL

ミーティングに出席した時に、ここ数日 E
スポが発生していて近隣諸国の FM がよく

聞こえるという情報をもらったことによる。 
 そういうジャンルがあるということは知

っていたが、難しそうだしなかなか受信で

きないだろうと思って、それまで全くトラ

イしていなかったのである。そもそも以前

は V/UHF 帯が聞ける受信機を持っていな

かった。 
 しかしこれも復活後に航空無線受信用に

MVT-7100 を買ったのだが、これは広帯域

受信機なのでこれで聞けない周波数はほと

んどないのである。アンテナはこれまた広

帯域のアマ無線のモービルアンテナであっ

たが、ものは試しだから聞いてみようと、

ある休みの日の日中にスイッチを入れてみ

た。すると･･･聞こえるわ聞こえるわ、もう

中国語、韓国語のオンパレードである。し

かもそのうちの何局かはかなり信号も強い。

「凄い凄い！こんなに強力に、こんなに沢

山入るのか！」とすっかり驚いてしまう。

そしてあんなに遠くの FM の電波が届くと

いう自然の脅威に、すっかり感動してしま

った。 
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 今は幸いまだ短波や中波で DX が楽しめ

るが、あと何年かするとノイズ環境や局数

の減少の問題で短波・中波 DX ができなく

なってしまう時代が来るかも知れない。そ

の時こそ V/UHF DX を本格的に始めると

きかも知れない。その時までこの楽しみは

取っておいても良いのではないだろうか。 

YUPITERU MVT-7100 

 
【BCL で芽生えた交友関係】 
 社会人になって、しかも 30 代半ばを超え

てから、仕事以外で友人を作るのはなかな

か難しいことではないだろうか。新たな交

友関係を作る時間も機会も少なく、簡単に

はいかない筈である。しかし私は 36 歳のと

きに BCL を復活して以来、非常に多くの方

と知り合うことが出来たのである。 
 通常であればこのままはまってしまうと

ころだが、今のところこのジャンルには全

然熱心になってはいない。理由はいくつか

あるが、ひとつには短波・中波を聞くだけ

で手一杯でとても V/UHF を聞いている時

間がないこと。なおかつ所帯持ちが休日の

昼間に部屋に篭っているというのは、とて

も許されるものではない。中国語・韓国語

に全く縁がないというのも一因である。ま

たリグ・アンテナ共にその後投資をしてお

らず、機器が貧弱であることも理由の一つ

である。 

知り合うきっかけ、そしてお付き合いの

場は大半が「ネット」である。その昔、BCL
の友人を作ろうと思ったら BCL サークル

のミーティングに出席するか、それこそ

「CQ」のような専門誌の文通欄にでも投稿

して呼び掛けなければなかったであろう。 
私も復活した当初は町田ミーティング及

び関東 DXers サークル(KDXC)のミーティ

ングに出掛けて行った。もちろんそこでも

何人かの方と知り合えたし、そのご縁で

KDXC の運営のお手伝いもさせて頂くこと

になった。 
ところがその後 ICF-2010 を購入したの

で図らずもリグは揃ってしまい、またこれ

も狙っていたわけではないが ALA-1530 は

FM くらいであればどうやら対応してしま

うことも後に判明した。従って本格的に珍

局を狙うのでなければ、機器の問題は解消

してしまったことになる。とするとあとは

時間の問題だけである。 

しかし何と言っても交友関係を広げたの

はネットである。各 DXer のサイトの BBS
での発言したことをきっかけに交流が始ま

ったケースは非常に多い。そこからオフラ

インで会う友人が出来、またその方の紹介

で某サークルの仲間に入れて頂くことにな

り、さらに多くの方と知り合えた。 
もうひとつのきっかけは自分のＨＰであ
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る。BCL に対する自分の想いを同じ趣味を

持つ人に伝えたくサイトを立ち上げたのだ

が、そこに対して想像以上に多くの方から

感想やご意見を頂戴し、そこからまた交友

関係が芽生えた。 
交友関係とは言っても皆忙しい社会人ば

かりだし、住まいも全国あちこちに及んで

いるので、そう簡単に会うことは出来ない。

お付き合いの場もやはりネットである。メ

ール、BBS、チャットをその場として、時

間･空間を越えて交流する－まさにネット

なしには成立し得ない友情であろう。 
こうして多くの仲間を作っただけでなく、

かつて雑誌でしか名前を拝めなかったよう

な方、憧れの DXer とも言葉を交わしたり

知り合えたのも大変嬉しいことであった。 
実際に会う機会は年数回の飲み会とぺディ

ションくらいしかなく、メールではお付き

合いしているものの、一度も会ったことが

ない或いは声も聞いたことがない、顔も見

たことがない方が大半である。これから長

い年月を掛けて機会を積極的に求めて、多

くの方とお会いしていきたいと思っている。 
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【終わりに～BCL ブームよ、もう一度！】 
 これまで長々と駄文にお付き合い下さっ

た皆様に、改めて感謝申し上げたい。冒頭

に申し上げた通り私にこのような文章を書

かせた動機となったものは、BCL ブームが

とおに去り、また無線やラジオ、短波放送

といったものが一般の人々の中から忘れ去

られ始め、そしてそうしたことを扱う書籍

もこの世に殆どないという寂しさを憂いた

ことによるものであった。 
20年間も中断してしまった私がこう言う

のも甚だ僭越だが、私の BCL に対する愛情

は本物であり真剣である。それだけにこの

素晴らしい趣味が市民権を得ていない～特

に科学技術に最も興味を持っている筈の青

少年層に～ことはこの上なく残念なことで

ある。確かにパソコン、インターネットの

時代であり、音声だけでしかも電離層の影

響を受けやすい短波放送はもはや合理的な

メディアとは言えなくなりつつある。人々

の興味関心は多様化し、ラジオ以外の娯楽

が余りにも増えたことも事実である。また

環境が悪化し、ローカル局はともかく DX
を楽しめる環境が少なくなっていることも

確かで、この趣味が衰退せざるを得ないこ

ともよく分かっている。 
それでもラジオ 1 台あれば始められる気

軽さ、遠く異国の地からの電波が日本に届

くという不思議とロマン、そして受信する

のが困難な電波を捉えるために工作をした

り場所を変えたりあらゆる工夫をしてチャ

レンジする面白さ･･･この楽しみをもっと

もっと多くの人に知って欲しいと思う。ブ

ーム当時 300 万人とも言われた短波人口の

人々が胸に抱いた海外放送への憧れは、普

遍的なものではないだろうか。それに比べ

ると BCL の現状は、必要以上に冷や飯を食

っているように思えてならない。ほんの少

し刺激をしてやれば、多くの方がこの趣味

に加わる或いは戻って来るような気がする

のである 
あの頃のような加熱したブームは二度と

来る筈がないし、冷めてしまうブームなら

来なくとも良い。ただ自分の願いは大人が

これだけ夢中になれる、非常にレベルの高

い趣味があり、もっともっと沢山の仲間を

作って楽しんでいきたいということだけで

ある。そんな日が来ることを切望している

し、微力ながら今後もそれに向かって進み

たいと思っている。 
共感頂ける方が多く出現して、ご一緒に

実現していければ、この上ない喜びである。 
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